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PDM（1）
プロジェクト名：バングラデシュ国農村開発技術センター（RDEC)機能強化計画フェーズ２
協力期間：2007年9月～2011年9月（4年間） バ国側実施機関：LGED
日本側実施機関：JICA ターゲットグループ：全LGED技術者（すべての階層）

プロジェクトの要約 指標 入手手段 外部条件

上位目標

１．プロジェクトで標準化された技術の種類と数 ＬＧＥＤ資料

２．インフラ整備の対象地域、裨益人口 ＬＧＥＤ資料

プロジェクト目標

１．プロジェクト終了時までに、２種類の設計、１種
類の品質管理と維持管理のガイドラインが作成さ
れる

１．ＬＧＥＤ及びプロジェクト報告書

２．プロジェクトにより計画策定・設計・品質管理・維
持管理技術を習得し、地方技術者を教えることが
できるLGEDのコア技術者の人数

２．ＬＧＥＤ及びプロジェクト報告書
　（研修記録、定例会議事録）

アウトプット

１．RDEC技術者の計画策定/設計能力が向上する
1-1. 50％のRDEC（GISユニット）の技術者が道路
被災データベースを自ら維持、運営することができ
る（GIS)

1-2. 50％のRDEC（GISユニット）技術者がGIS・リ
モートセンシング（RS)を活用し、ウパジラ地図を自
ら更新することができる（GIS）

2. RDECの役割が大きく変更しない

1-3. Rural Road Master Planのマニュアル作成計
画が開発される（GIS/維持管理）

1-4. 適正建設手法と技術導入に関するガイドライ
ンが作成される（設計）

1-5. 50人のLGED技術者が構造設計研修を受講
する（設計）

1-6. 法面保護工に関する設計ガイドラインが開発
され、LGEDにより承認される(設計）

1-7. RDEC2プロジェクトで開発/改訂された道路構
造物マニュアルを適用するLGED技術者数(設計）

２．RDECの技術者の品質・維持管理能力が向上する

2-1. 全LGED本部中央試験室技術者と10人の地域
事務所試験室の中心的な技術者が、新規に導入
された品質管理試験*1を自ら実施することができ
る（品質管理）

2-2. 全県事務所試験室の技術者が新規に導入さ
れた現場CBR試験を自ら実施できる(品質管理）

2-3. 全県事務所試験室の技術者がRDEC2プロ
ジェクトで改訂された品質管理マニュアルを適用す
る(品質管理）

2-4. すべてのLGED県事務所において、RDEC2プ
ロジェクトで改訂された品質管理マニュアルが活用
される(維持管理）

３．RDECの技術普及体制が強化される
3-1. ．LGED技術者が個人の研修履歴を入手でき
るようになる(研修）

３．ＬＧＥＤ及びプロジェクト報告書

3-2. LGED自ら作業部会を開催できる 　（研修記録、定例会議事録）

3-3. プロジェクト終了前にLGEDにより
Sustainability Planが策定される

活動

１．計画策定・設計能力の向上 日本側（総額3.26億円） バ国側（総額約1億円）

<ＧＩＳ/計画＞ １．長期専門家3名 １．人員

1-1. GIS/計画のためのモデル地域を選定する 　①チーフアドバイザー/計画/設計

1-2. GIS・リモートセンシング（RS)を活用した郡内市街地（ポウルショバ）及び郡
（ウパジラ）地図更新のための研修を実施する

　②品質管理/維持管理

1-3. GISとRSを活用した農村インフラ被災状況データベース開発のための研修を
実施する

　③業務調整/研修

1-4. GISとRSを活用したRural Road Master Planの策定ガイドラインを開発する

<設計＞ ２．短期専門家
1-5. 適正建設手法及び技法の導入ガイドラインを準備する
1-6. 現地適用化技術を検証する ３．機材
1-7. 試験施工モデル地域を選定する 必要に応じ
1-8. 盛土道路の法面保護工の設計・施工に係る代替技術を開発する ２．機材
1-9. 既存の道路構造物マニュアルの改善・更新を行う ４．予算 　①事務所

プロジェクトに関する現地活動費 　②家具
２．農村インフラの品質・維持管理能力の向上 　③通信手段及び業務用機材
＜品質管理＞ ５．日本・第三国での研修
2-1. 新品質管理手法*1の導入に関する研修を実施する 関連分野における日本・第三国研修 ３．予算
2-2. 地域特産資材実用化のための、検証試験実施サイトを選定する 　①カウンターパート給与及び必要経費
2-3. 道路建設や道路構造のための建設資材として地域特産材料を適用する 　②研修経費
2-4. 品質・施工管理マニュアル、試験室マニュアル及び階層別研修マニュアル
を改訂する

＜維持管理＞
2-5. ラフネス指標を使った道路状況調査法に関する研修を実施する
2-6. 維持管理マニュアルを改訂する

前提条件
３．ＲＤＥＣの技術波及体制強化
＜研修その他＞ 特になし
3-1. 研修縦横暦データベースの開発を行う

3-2. 事業モニタリング評価ユニット、テクニカル・ライブラリー及び建設機器整備
室を強化する

3-3. 作業部会開催と支援を行う

3-4. 作業部会を通じたRDECの活動を継続させるためのSustainability Plan策定
へ支援を行う

*1：現場CBR試験、三軸圧縮試験、圧密試験、機械ボーリング試験、孔内水平載荷試験

　①各日本人長期専門家に対応する3名
　　のフルタイム雇用カウンターバート

　②プロジェクト活動実施に必要なＬＧＥＤ
　　エンジニア

　③短期専門家のカウンターパート

　④日本人専門家及びＬＤＥＣ職員のため
　　のコンピューターオペレーター、運転
　　手、秘書

１．ＬＧＥＤ及びプロジェクト報告書
　（研修記録、定例会議事録）

２．ＬＧＥＤ及びプロジェクト報告書
　（研修記録、定例会議事録）

標準化された技術基準を適用し、農村インフラが整備される

投入

RDECの事業実施体制が強化される

1. 地元ステークホルダーがプロジェク
トの現場活動に参加する

2. 大規模災害による農村インフラ整
備ニーズに大きな変更がない

1. 技術強化の対象となるLGED技術
者の大幅な人員削減が行われない

1. インフラ整備事業に必要な予算が、
LGEDその他の実施機関に十分配分
される
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２．改訂 PDM（和文）
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者

の
品

質
・
維

持
管

理
能

力
が

向
上

す
る

】
2
-
1
.
全

L
G

E
D

本
部

中
央

試
験

室
技

術
者

と
1
0
人

の
地

域
事

務
所

試
験

室
の

中
心

的
な

技
術

者
が

、
新

規
に

導
入

さ
れ

た
品

質
管

理
試

験
*
1
を

自
ら

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
る

（
品

質
管

理
）

2
-
2
.
全

地
域

事
務

所
の

te
c
h
n
ic

ia
n
が

新
規

に
導

入
さ

れ
た

現
場

C
B

R
試

験
を

自
ら

実
施

で
き

る
(品

質
管

理
）

2
-
3
.
全

地
域

事
務

所
試

験
室

te
c
h
n
ic

ia
n
が

R
D

E
C

2
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

改
訂

さ
れ

た
品

質
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
適

用
す

る
(品

質
管

理
）

2
-
4
.
す

べ
て

の
L
G

E
D

地
方

事
務

所
に

お
い

て
、

R
D

E
C

2
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

改
訂

さ
れ

た
品

質
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
活

用
さ

れ
る

(維
持

管
理

）

【
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2
-
1
】

品
質

管
理

ユ
ニ

ッ
ト

技
術

者
が

、
圧

密
試

験
、

地
質

調
査

用
ロ

ー
タ

リ
ー

式
機

械
ボ

ー
リ

ン
グ

、
三

軸
圧

縮
試

験
、

地
盤

調
査

(*
1
)に

つ
い

て
、

操
作

方
法

に
つ

い
て

習
得

し
、

地
方

試
験

室
技

術
者

に
対

し
て

こ
れ

ら
の

研
修

を
実

施
し

た
。

　
・
三

軸
圧

縮
試

験
　

　
　

受
講

し
た

地
方

試
験

技
術

者
数

：
4
1
人

　
・
圧

密
試

験
　

　
　

　
　

　
受

講
し

た
地

方
試

験
技

術
者

数
：
1
6
人

　
・
機

械
式

ボ
ー

リ
ン

グ
　

受
講

し
た

地
方

試
験

技
術

者
数

：
2
6
人

→
達

成
し

た
。

【
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2
-
2
】

現
場

C
B

R
試

験
の

た
め

の
研

修
は

こ
れ

ま
で

4
2
県

の
7
8
名

の
技

術
者

に
対

し
て

本
部

中
央

試
験

室
技

術
者

に
よ

り
行

わ
れ

た
。

品
質

管
理

ユ
ニ

ッ
ト

は
残

り
の

2
2
県

に
対

し
て

も
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

現
場

C
B

R
試

験
に

関
す

る
研

修
を

実
施

す
る

予
定

。
→

達
成

し
た

と
い

え
る

。
【
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2
-
3
】

圧
縮

試
験

の
試

験
方

法
、

機
械

式
ボ

ー
リ

ン
グ

の
操

作
方

法
、

現
地

C
B

R
試

験
、

三
軸

圧
縮

試
験

、
土

質
調

査
に

係
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

そ
れ

ら
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

を
統

合
し

て
、

土
質

調
査

と
試

験
に

関
す

る
新

し
い

品
質

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
「
品

質
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
地

盤
調

査
）
」
を

現
在

作
成

中
。

→
品

質
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
地

盤
調

査
）
は

も
う

す
ぐ

出
来

上
が

る
が

、
幾

つ
か

の
試

験
方

法
が

ま
と

ま
っ

た
も

の
で

あ
り

、
内

容
に

つ
い

て
は

既
に

必
要

に
応

じ
て

デ
ィ

ス
ト

リ
ク

ト
に

配
布

さ
れ

て
い

る
。

地
方

ラ
ボ

に
行

っ
た

際
、

適
切

に
使

用
さ

れ
て

い
る

か
を

確
認

し
て

い
る

。
→

達
成

さ
れ

た
と

い
え

る
。

【
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2
-
4
】

１
年

間
の

現
地

検
証

試
験

を
踏

ま
え

て
、

常
温

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

導
入

を
含

ん
だ

「
維

持
管

理
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
の

改
訂

を
行

っ
た

。
（
英

語
版

は
、

J
IC

A
側

で
20

0
部

印
刷

、
ベ

ン
ガ

ル
語

版
は

、
バ

側
で

印
刷

し
て

い
る

。
）
な

お
、

現
場

技
術

者
向

け
の

実
習

の
際

に
使

用
す

る
「
常

温
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
・
ハ

ン
デ

ィ
ー

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
を

1
,5

0
0
部

作
成

し
、

普
及

を
2
0
1
1
年

7
月

か
ら

開
始

す
る

。
→

達
成

さ
れ

た
。

【
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
3
：
R

D
E
C

の
技

術
普

及
体

制
が

強
化

さ
れ

る
】

3
-
1
. 
L
G

E
D

技
術

者
が

個
人

の
研

修
履

歴
を

入
手

で
き

る
よ

う
に

な
る

(研
修

)
3
-
2
. 
L
G

E
D

自
ら

作
業

部
会

を
開

催
で

き
る

3
-
3
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
前

に
L
G

E
D

に
よ

り
サ

ス
テ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
プ

ラ
ン

が
策

定
さ

れ
る

【
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
3
-
1
】

研
修

受
講

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

シ
ス

テ
ム

に
対

す
る

要
求

分
析

を
踏

ま
え

て
、

本
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
は

完
成

し
、

L
G

E
D

ス
タ

ッ
フ

の
研

修
履

歴
デ

ー
タ

の
入

力
を

始
め

て
い

る
。

研
修

ユ
ニ

ッ
ト

に
専

属
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
が

配
属

さ
れ

れ
ば

デ
ー

タ
入

力
を

行
い

運
用

で
き

る
よ

う
に

な
る

予
定

。
→

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
ま

で
に

は
L
G

E
D

技
術

者
が

個
人

の
研

修
履

歴
を

入
手

で
き

る
よ

う
に

な
ら

な
い

が
、

2
0
1
1
年

9
月

末
に

は
入

力
作

業
は

ほ
ぼ

終
了

す
る

予
定

。
→

ほ
ぼ

達
成

さ
れ

る
見

込
み

。
【
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
3
-
2
】

作
業

部
会

(W
o
rk

in
g

G
ro

u
p

M
e
e
ti
n
g)

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

後
、

こ
れ

ま
で

に
計

2
8
回

開
催

さ
れ

た
。

今
後

、
作

業
部

会
の

開
催

に
際

し
て

は
、

P
M

&
E
ユ

ニ
ッ

ト
に

作
業

部
会

事
務

を
移

管
し

て
い

く
予

定
。

→
達

成
さ

れ
た

【
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
3
-
3
】

G
IS

ユ
ニ

ッ
ト

、
設

計
ユ

ニ
ッ

ト
、

品
質

管
理

ユ
ニ

ッ
ト

、
維

持
管

理
ユ

ニ
ッ

ト
が

、
作

業
部

会
に

お
い

て
、

各
ユ

ニ
ッ

ト
の

サ
ス

テ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

プ
ラ

ン
の

概
要

を
発

表
し

た
と

こ
ろ

で
あ

り
、

主
要

4
ユ

ニ
ッ

ト
に

お
い

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
ま

で
に

作
成

さ
れ

る
予

定
。

→
達

成
さ

れ
る

見
込

み

実 績 の 検 証 （ 詳 細 は 「 付 属 資 料 1 　 A N N E X ‐ 5 」 参 照 ）

評
価

設
問

評
価

項
目

・
P

D
M

の
指

標
か

ら
見

て
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は
計

画
ど

お
り

産
出

さ
れ

た
か

(日
本

側
）

(バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
側

）

調
査

結
果

・
投

入
は

計
画

ど
お

り
実

施
さ

れ
た

か
＜

詳
細

は
｢付

属
資

料
1
.

　
A

N
N

E
X
-
5
｣ 

参
照

＞

1
/
2

1
B

D
T
=
1
.0

8
7
7
円

（
2
0
1
1
/
6
/
1
4
 現

在
）

－104－

３．評価・達成グリッド（和文）



バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
国

農
村

開
発

技
術

セ
ン

タ
ー

機
能

強
化

計
画

フ
ェ

ー
ズ

2
終

了
時

評
価

調
査

評
価

グ
リ

ッ
ド

実
績

の
検

証

大
項

目
小

項
目

評
価

設
問

評
価

項
目

調
査

結
果

・
2
種

類
の

設
計

、
1
種

類
の

品
質

管
理

、
及

び
維

持
管

理
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

は
作

成
さ

れ
た

か
（
指

標
1
）

計
4
種

類
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

で
、

設
計

に
関

す
る

も
の

の
う

ち
1
車

線
橋

に
関

す
る

図
面

は
現

在
5
0
％

完
成

し
、

2
0
1
1
年

6
月

3
0
日

ま
で

に
1
0
0
％

完
成

予
定

。
設

計
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
本

編
は

、
1
つ

（
1

車
線

橋
用

、
2
車

線
橋

用
共

通
で

あ
り

、
図

面
集

は
個

々
に

作
成

す
る

）
で

あ
り

、
作

成
さ

れ
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

数
は

、
品

質
管

理
に

関
す

る
も

の
、

維
持

管
理

に
関

す
る

も
の

と
合

わ
せ

計
3
冊

と
な

る
。

→
達

成
さ

れ
る

見
込

み

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

計
画

策
定

・
設

計
・
品

質
管

理
・
維

持
管

理
技

術
を

習
得

し
、

地
方

技
術

者
を

教
え

る
こ

と
が

で
き

る
L
G

E
D

の
コ

ア
技

術
者

は
何

人
に

な
っ

た
か

（
指

標
2
）

2
0
1
1
年

2
月

ま
で

に
合

計
8
7
5
名

の
本

部
、

現
場

の
中

堅
技

術
者

(県
事

務
所

A
ss

is
ta

n
t

e
n
gi

n
e
e
r

と
郡

事
務

所
の

技
術

者
)が

、
技

術
研

修
を

受
講

し
た

。
主

要
４

ユ
ニ

ッ
ト

で
の

技
術

講
師

を
務

め
ら

れ
る

人
数

は
以

下
の

と
お

り
。

・
設

計
ユ

ニ
ッ

ト
：
4
名

・
G

IS
ユ

ニ
ッ

ト
：
3
名

・
維

持
管

理
ユ

ニ
ッ

ト
：
1
名

・
品

質
管

理
ユ

ニ
ッ

ト
：
3
名

→
達

成
さ

れ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
標

準
化

さ
れ

た
技

術
の

種
類

と
数

は
？

（
指

標
1
）

・
郡

地
図

の
更

新
管

理
技

術
・
被

災
位

置
図

の
開

発
・
道

路
法

面
保

護
工

法
（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
擁

壁
工

法
、

ジ
ュ

ー
ト

バ
ッ

グ
工

法
）
の

試
験

施
工

・
道

路
構

造
物

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
橋

梁
、

函
渠

工
、

法
面

保
護

工
法

）
の

作
成

・
各

種
品

質
管

理
の

た
め

の
試

験
方

法
の

導
入

及
び

品
質

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
地

盤
調

査
）
の

作
成

・
ロ

ー
カ

ル
サ

ン
ド

（
フ

ァ
イ

ン
サ

ン
ド

）
の

道
路

舗
装

材
料

へ
の

使
用

確
認

・
道

路
状

況
把

握
の

た
め

の
IR

I測
定

機
器

の
導

入
・
常

温
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
の

道
路

補
修

へ
の

使
用

確
認

・
研

修
履

歴
シ

ス
テ

ム
の

開
発

・
イ

ン
フ

ラ
整

備
の

対
象

地
域

、
裨

益
人

口
は

？
（
指

標
2
）

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

、
作

成
さ

れ
つ

つ
あ

る
サ

ス
テ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
プ

ラ
ン

に
位

置
づ

け
ら

れ
る

今
後

の
活

動
か

ら
判

断
し

て
、

利
益

を
受

け
る

人
口

と
面

積
は

増
加

す
る

と
考

え
ら

れ
る

。

・
P

D
M

の
指

標
か

ら
見

て
、

L
G

E
D

側
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

の
事

業
実

施
体

制
強

化
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
）
は

達
成

さ
れ

た
か

・
L
G

E
D

に
導

入
さ

れ
た

技
術

内
容

及
び

人
材

の
育

成
状

況
か

ら
、

L
G

E
D

全
エ

ン
ジ

ニ
ア

が
標

準
化

さ
れ

た
技

術
基

準
を

適
用

し
、

農
村

イ
ン

フ
ラ

が
整

備
さ

れ
る

見
込

み
が

あ
る

か
(上

位
目

標
達

成
の

見
込

み
)

2
/
2

1
B

D
T
=
1
.0

8
7
7
円

（
2
0
1
1
/
6
/
1
4
 現

在
）
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バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
国

農
村

開
発

技
術

セ
ン

タ
ー

機
能

強
化

計
画

フ
ェ

ー
ズ

2
終

了
時

評
価

調
査

評
価

グ
リ

ッ
ド

実
施

プ
ロ

セ
ス

の
検

証

大
項

目
小

項
目

・
当

初
の

P
O

に
従

っ
た

形
で

活
動

が
実

施
さ

れ
た

か
？

・
中

間
レ

ビ
ュ

ー
時

に
活

動
1
-
2
、

1
-
3
、

1
-
4
、

1
-
5
、

1
-
8
、

1
-
9
、

2
-
1
、

2
-
3
、

2
-
5
、

3
-
1
、

3
-
2
、

3
-
3
、

3
-
4
、

3
-
5
と

大
幅

に
活

動
の

見
直

し
が

あ
っ

た
。

・
中

間
レ

ビ
ュ

ー
以

降
、

活
動

3
-
2
-
2
は

取
り

や
め

た
。

・
当

初
の

P
O

と
変

更
し

な
が

ら
活

動
を

行
っ

た
背

景
及

び
原

因
は

何
か

？
活

動
の

主
な

変
更

理
由

は
以

下
の

と
お

り
。

・
郡

内
市

街
地

及
び

郡
地

図
作

成
は

A
D

B
が

行
う

こ
と

に
よ

り
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
扱

わ
な

い
→

よ
り

能
力

向
上

に
資

す
る

防
災

状
況

D
B

開
発

の
た

め
の

研
修

実
施

へ
変

更
(1

-
3
）

・
G

IS
R

S
を

活
用

し
た

農
村

開
発

計
画

作
成

(1
-
4
）
は

、
網

羅
的

な
事

業
計

画
を

策
定

し
て

も
実

施
さ

れ
る

可
能

性
は

低
く
、

計
画

手
法

は
有

効
に

機
能

す
る

こ
と

は
な

い
、

と
の

判
断

。
よ

り
L
G

E
D

の
役

割
に

直
結

し
た

農
村

道
路

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
策

定
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
開

発
に

移
行

（
1
-
4
）

・
よ

り
具

体
的

な
活

動
に

変
更

（
2
-
5
）

・
広

報
活

動
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
行

い
つ

つ
も

、
よ

り
普

及
体

制
強

化
を

ね
ら

っ
た

活
動

（
研

修
受

講
暦

D
B

開
発

）
に

変
更

(3
-
1
）

・
研

修
の

実
施

は
各

ユ
ニ

ッ
ト

の
活

動
に

入
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
削

除
（
3
-
2
）

・
サ

ス
テ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
プ

ラ
ン

策
定

を
促

進
す

る
た

め
に

、
「
作

業
部

会
開

催
を

支
援

す
る

」
「
サ

ス
テ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
プ

ラ
ン

策
定

へ
の

支
援

」
を

組
み

込
ん

だ
(3

-
3
、

3
-
4
）
。

中
間

レ
ビ

ュ
ー

以
降

の
変

更
理

由
：
図

書
検

索
管

理
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

の
L
G

E
D

本
部

内
L
A

N
運

用
(活

動
3
-
2
-
2
）
に

つ
い

て
は

、
本

活
動

で
構

築
す

る
こ

と
は

取
り

や
め

た
（
L
G

E
D

自
ら

行
う

）
。

・
P
O

の
変

更
は

適
切

な
手

続
き

を
経

て
変

更
さ

れ
た

か
？

・
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
時

の
M

/
M

交
換

に
よ

っ
て

正
式

に
承

認
さ

れ
た

。
・
図

書
検

索
管

理
シ

ス
テ

ム
の

L
G

E
D

本
部

内
L
A

N
運

用
(活

動
3
-
2
-
2
）
の

取
り

や
め

に
つ

い
て

は
、

L
G

E
D

局
長

の
承

認
済

み
。

・
こ

れ
ま

で
の

技
術

移
転

の
手

法
は

適
切

で
あ

っ
た

か
。

・
日

本
人

専
門

家
は

極
め

て
協

力
的

で
柔

軟
に

、
か

つ
バ

国
の

文
化

を
尊

重
し

な
が

ら
仕

事
を

進
め

、
現

地
の

リ
ソ

ー
ス

を
活

用
す

る
た

め
の

手
段

や
情

報
を

提
供

し
た

。
ま

た
、

停
滞

し
が

ち
な

活
動

を
作

業
部

会
の

議
題

に
す

る
こ

と
で

促
進

さ
せ

た
。

ま
た

、
過

去
に

行
っ

た
研

修
参

加
者

か
ら

情
報

を
収

集
し

て
研

修
内

容
や

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

改
善

に
生

か
し

た
。

・
L
G

E
D

と
の

連
携

を
緊

密
に

実
施

で
き

た
理

由
は

、
毎

日
、

最
低

で
も

１
回

出
向

き
、

ま
た

、
用

事
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

対
面

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

っ
た

こ
と

で
あ

る
。

そ
の

際
に

は
、

ま
ず

、
全

体
活

動
の

中
長

期
的

な
工

程
表

を
作

成
し

て
（
最

長
6
カ

月
間

）
、

今
後

や
る

べ
き

こ
と

（
T
o

D
o

L
is

t）
を

確
認

し
た

後
、

近
々

の
活

動
内

容
に

つ
い

て
の

目
的

や
詳

細
な

実
施

内
容

、
時

期
、

研
修

で
あ

れ
ば

対
象

者
や

人
数

、
現

場
実

習
で

あ
れ

ば
、

そ
の

場
所

や
時

期
、

予
算

等
に

つ
い

て
相

互
に

納
得

し
た

後
、

最
終

的
に

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
（
L
G

E
D

局
長

）
の

了
承

を
得

る
と

い
う

プ
ロ

セ
ス

を
確

立
し

た
。

・
活

動
の

流
れ

（
現

状
の

分
析

、
課

題
と

導
入

技
術

の
特

定
、

実
証

試
験

、
試

験
工

事
の

実
施

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

作
成

、
研

修
の

実
施

）
に

沿
っ

て
、

そ
の

節
目

節
目

に
適

切
な

派
遣

手
続

き
－

長
期

専
門

家
は

、
全

体
を

首
尾

一
貫

的
に

見
つ

つ
、

短
期

専
門

家
の

適
切

な
投

入
に

よ
り

そ
れ

ぞ
れ

の
工

程
が

的
確

に
こ

な
さ

れ
た

。

こ
れ

ま
で

の
技

術
移

転
の

内
容

は
適

切
で

あ
っ

た
か

。
・
維

持
管

理
用

の
現

地
IR

I調
査

は
非

常
に

役
立

っ
た

。
IR

I機
器

使
用

に
よ

り
調

査
時

間
が

短
縮

し
、

現
在

年
間

3
0
,0

0
0
km

の
調

査
が

可
能

と
な

っ
た

。
ま

た
、

目
視

調
査

で
あ

っ
た

以
前

と
比

し
て

正
確

性
も

格
段

に
向

上
し

た
。

ま
た

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
が

必
要

な
場

所
が

客
観

的
に

分
か

る
の

で
、

優
先

順
位

が
容

易
に

付
け

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
も

大
き

な
成

果
。

他
の

機
材

、
機

械
式

ボ
ー

リ
ン

グ
機

器
、

L
W

D
も

同
様

。
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

実
施

さ
れ

た
試

験
を

経
て

、
フ

ァ
イ

ン
サ

ン
ド

は
、

道
路

舗
装

材
料

へ
の

使
用

が
可

能
で

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

・
L
G

E
D

は
パ

イ
ロ

ッ
ト

的
役

割
を

担
い

た
く
、

L
W

D
な

ど
高

度
な

技
術

を
欲

す
る

傾
向

が
あ

る
が

、
こ

う
し

た
高

い
技

術
に

は
維

持
管

理
や

普
及

に
課

題
が

あ
り

、
日

本
人

専
門

家
は

選
択

す
べ

き
技

術
の

選
択

に
腐

心
し

た
。

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

（
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

仕
組

み
、

意
思

決
定

過
程

、
J
IC

A
本

部
・

在
外

事
務

所
の

機
能

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
仕

組
み

な
ど

）
に

問
題

は
な

か
っ

た
か

。

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

（
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

仕
組

み
、

意
思

決
定

過
程

、
J
IC

A
本

部
・
J
IC

A
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

事
務

所
の

機
能

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
仕

組
み

な
ど

）
に

問
題

は
な

か
っ

た
か

【
L
G

E
D

内
の

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

】
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
で

あ
る

W
ah

id
u
r

R
ah

m
an

L
G

E
D

局
長

に
決

定
権

は
集

約
さ

れ
て

い
る

。
2
0
0
8
年

1
2
月

に
局

次
長

（
A

dd
it
io

n
al

C
h
ie

f
E
n
gi

n
e
e
r）

か
ら

局
長

（
C

h
if

E
n
gi

n
e
e
r)

に
昇

進
し

た
た

め
各

ユ
ニ

ッ
ト

で
の

決
定

も
最

終
的

に
は

局
長

の
判

断
に

委
ね

ら
れ

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
。

最
終

決
定

を
ト

ッ
プ

ま
で

上
げ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

状
況

で
あ

る
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
信

頼
と

高
い

評
価

が
あ

る
た

め
、

意
思

決
定

が
滞

る
こ

と
は

な
く
、

す
べ

て
前

向
き

に
対

処
さ

れ
て

い
る

。
【
作

業
部

会
の

役
割

】
・
作

業
部

会
を

ほ
ぼ

毎
月

定
期

的
に

行
い

、
各

ユ
ニ

ッ
ト

の
情

報
共

有
、

相
互

の
学

び
の

場
に

な
っ

て
い

た
こ

と
、

決
断

も
早

く
、

タ
イ

ム
リ

ー
で

あ
っ

た
こ

と
が

極
め

て
有

効
で

あ
っ

た
。

作
業

部
会

で
は

短
期

専
門

家
の

報
告

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

取
り

組
ん

で
い

る
諸

々
の

活
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
や

進
捗

報
告

、
訪

問
者

と
の

意
見

交
換

を
行

い
、

機
材

引
き

渡
し

な
ど

で
は

J
IC

A
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

事
務

所
か

ら
も

参
加

し
た

。
【
J
IC

A
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

事
務

所
、

L
G

E
D

地
方

事
務

所
等

関
連

機
関

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
関

係
性

】
・
J
IC

A
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

事
務

所
の

担
当

者
と

は
作

業
部

会
へ

の
出

席
や

毎
月

の
月

間
活

動
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ー
ト

の
提

出
（
各

専
門

家
）
、

半
年

ご
と

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
レ

ポ
ー

ト
の

提
出

、
時

に
は

直
接

面
談

な
ど

を
通

し
て

連
携

を
図

っ
た

。
・
地

方
で

研
修

や
現

地
調

査
を

行
う

際
は

、
必

ず
当

該
地

方
事

務
所

（
県

,
郡

）
の

技
術

者
と

連
携

を
取

り
、

共
通

の
認

識
に

立
っ

て
取

り
組

ん
で

い
る

。
ま

た
、

担
当

分
野

で
取

り
組

ん
だ

技
術

内
容

が
、

L
G

E
D

の
他

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
注

目
さ

れ
た

際
は

、
関

係
者

と
連

携
・
調

整
を

適
宜

行
っ

て
い

る
（
例

え
ば

円
借

款
事

業
「
南

西
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

農
村

開
発

計
画

(2
0
10

-
2
0
1
6
)」

の
「
F
in

e
S
an

d
」
を

道
路

路
盤

・
路

床
の

構
成

材
料

と
し

て
の

活
用

の
た

め
の

試
験

施
工

や
常

温
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
が

、
D

A
N

ID
A

が
ド

ナ
ー

の
L
G

E
D

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
活

用
さ

れ
る

）
。

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
ツ

ー
ル

と
し

て
の

P
D

M
】

・
L
G

E
D

技
術

者
、

日
本

人
専

門
家

と
も

P
D

M
、

P
O

の
存

在
は

知
っ

て
い

る
が

、
P
D

M
を

ベ
ー

ス
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
状

況
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
管

理
す

る
こ

と
は

な
か

っ
た

。

・
実

施
機

関
や

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
認

識
は

高
い

か
。

・
L
G

E
D

側
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

本
部

や
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

認
識

は
高

か
っ

た
か

・
「
組

織
改

善
の

流
れ

が
L
G

E
D

の
中

に
あ

り
、

自
分

た
ち

も
そ

の
中

心
と

し
て

責
任

を
果

た
す

立
場

に
あ

る
」
と

の
認

識
を

も
つ

ユ
ニ

ッ
ト

長
も

い
る

。
J
IC

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

L
G

E
D

の
機

能
強

化
を

目
的

と
し

て
い

る
こ

と
、

L
G

E
D

と
し

て
の

役
割

は
お

お
む

ね
理

解
さ

れ
て

い
る

。
・
当

初
は

L
G

E
D

技
術

者
の

腰
は

重
く
、

日
本

人
専

門
家

側
か

ら
働

き
か

け
が

な
い

と
動

き
が

鈍
か

っ
た

が
、

後
半

に
な

り
活

動
内

容
、

成
果

の
積

み
重

ね
が

見
え

て
く
る

に
つ

れ
、

彼
ら

か
ら

の
積

極
的

な
働

き
か

け
が

見
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
そ

の
結

果
、

後
半

で
は

、
ウ

ィ
ー

ク
デ

ー
の

途
中

で
祝

祭
日

が
あ

ろ
う

と
構

わ
ず

に
出

勤
し

て
4
日

間
連

続
の

研
修

に
取

り
組

む
な

ど
の

積
極

性
が

み
ら

れ
る

な
ど

変
化

が
あ

っ
た

。
あ

る
活

動
内

容
に

お
い

て
、

よ
り

重
い

荷
重

域
で

の
デ

ー
タ

が
取

れ
な

か
っ

た
ケ

ー
ス

が
あ

り
、

そ
の

よ
う

な
場

合
は

未
回

収
の

デ
ー

タ
が

取
れ

る
よ

う
、

積
極

的
に

ど
う

す
れ

ば
よ

い
か

考
え

る
な

ど
技

術
的

な
創

意
工

夫
を

行
う

よ
う

に
な

っ
た

。
現

在
の

日
本

に
お

い
て

も
よ

り
先

端
的

な
ポ

ジ
シ

ョ
ン

に
あ

る
技

術
に

関
心

を
示

し
、

そ
れ

を
実

現
す

る
た

め
の

機
材

供
与

に
つ

い
て

日
本

人
専

門
家

と
共

同
で

積
極

的
に

関
与

し
た

。

・
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

計
画

ど
お

り
配

置
さ

れ
た

か
？

「
実

績
の

検
証

」
参

照
。

・
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

人
数

、
位

置
づ

け
、

肩
書

き
、

能
力

及
び

配
属

先
は

妥
当

で
あ

っ
た

か
？

・
L
G

E
D

局
長

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
で

あ
っ

た
こ

と
で

組
織

内
の

優
先

順
位

を
常

に
高

い
と

こ
ろ

に
置

く
こ

と
が

可
能

と
な

っ
た

。
・
L
G

E
D

技
術

者
は

、
常

に
自

己
の

能
力

向
上

、
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
に

関
心

を
も

ち
、

先
進

国
で

使
用

さ
れ

て
い

る
よ

う
な

先
端

技
術

の
習

得
意

欲
が

高
く
、

そ
れ

に
応

じ
た

機
材

の
導

入
と

研
修

を
行

う
一

方
、

日
本

人
専

門
家

は
現

地
で

産
出

さ
れ

る
地

域
特

産
材

料
の

活
用

や
現

在
使

用
し

て
い

る
機

器
の

改
良

な
ど

、
身

近
な

技
術

の
活

用
な

ど
バ

ラ
ン

ス
の

取
れ

た
活

動
メ

ニ
ュ

ー
で

対
応

し
た

。

・
直

接
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

以
外

は
ど

の
程

度
巻

き
込

ん
だ

か
（
地

方
事

務
所

技
官

等
）
。

・
地

方
で

研
修

や
現

地
調

査
を

行
う

際
は

、
必

ず
当

該
地

方
事

務
所

（
県

、
 郡

）
の

技
術

者
と

連
携

を
取

り
、

共
通

の
認

識
に

立
っ

て
取

り
組

ん
で

き
た

。
・
G

IS
地

図
作

成
の

モ
デ

ル
地

域
を

2
5
郡

に
拡

大
し

て
い

る
。

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

過
程

に
お

い
て

、
問

題
が

生
じ

た
か

？
①

 P
M

S
に

関
す

る
研

修
は

シ
ス

テ
ム

の
使

い
方

と
、

不
具

合
が

な
い

か
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

た
め

に
行

わ
れ

た
と

と
こ

ろ
、

大
き

く
改

善
点

が
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
②

ソ
イ

ル
セ

メ
ン

ト
技

術
を

使
っ

て
2
種

類
の

道
路

法
面

保
護

工
の

試
験

施
工

を
行

っ
た

が
、

両
工

法
と

も
雨

期
に

波
浪

に
よ

っ
て

壊
れ

た
。

・
問

題
が

生
じ

た
場

合
、

そ
の

原
因

は
何

か
？

①
シ

ス
テ

ム
開

発
を

外
注

し
た

会
社

の
能

力
が

十
分

で
な

か
っ

た
と

い
う

よ
り

も
、

複
雑

な
事

業
進

捗
管

理
自

体
を

的
確

に
把

握
し

、
必

要
な

要
素

を
す

べ
て

入
れ

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

こ
と

が
原

因
。

②
法

先
の

土
の

浸
食

、
浅

い
基

礎
、

不
十

分
な

養
生

が
原

因
と

考
え

ら
れ

る
。

・
そ

の
原

因
に

対
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

ど
の

よ
う

な
対

応
を

し
て

き
た

か
。

①
1
0
年

間
L
G

E
D

に
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
開

発
専

門
家

と
し

て
雇

用
さ

れ
て

い
る

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
に

再
開

発
を

依
頼

し
、

現
在

作
業

中
。

2
0
1
1
年

中
に

は
完

成
予

定
。

②
法

面
の

強
化

対
策

を
検

討
し

、
現

在
別

の
2
つ

の
工

法
を

用
い

た
試

験
施

工
を

実
施

し
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

中
（
安

定
し

て
い

る
）
。

調
査

結
果

実 施 プ ロ セ ス の 検 証

評
価

項
目

・
活

動
は

計
画

ど
お

り
に

実
施

さ
れ

た
か

。
＜

詳
細

は
「
付

属
資

料
1

A
N

N
E
X
-
5
」
参

照
＞

評
価

設
問

・
技

術
移

転
の

方
法

に
問

題
は

な
か

っ
た

か
。

・
適

切
な

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
配

置
さ

れ
た

か
。

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

過
程

で
生

じ
た

問
題

や
、

効
果

発
現

に
影

響
を

与
え

た
要

因
は

何
か

。

1
/
2
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バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
国

農
村

開
発

技
術

セ
ン

タ
ー

機
能

強
化

計
画

フ
ェ

ー
ズ

2
終

了
時

評
価

調
査

評
価

グ
リ

ッ
ド

実
施

プ
ロ

セ
ス

の
検

証

大
項

目
小

項
目

調
査

結
果

評
価

項
目

評
価

設
問

・
導

入
し

た
新

技
術

の
L
G

E
D

全
体

へ
の

普
及

・
定

着
の

た
め

の
戦

略
的

議
論

及
び

活
動

の
推

進
が

図
ら

れ
て

き
た

か
・
普

及
・
定

着
の

た
め

の
戦

略
的

議
論

は
サ

ス
テ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
プ

ラ
ン

に
結

実
し

つ
つ

あ
る

。

・
R

D
E
C

の
位

置
づ

け
の

明
確

化
と

そ
の

た
め

の
制

度
、

予
算

的
整

理
、

J
C

C
、

S
C

の
巻

き
込

み
は

進
め

ら
れ

た
か

R
D

E
C

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

と
い

う
建

物
は

あ
る

が
、

R
D

E
C

セ
ン

タ
ー

長
や

セ
ン

タ
ー

職
員

は
存

在
せ

ず
、

か
つ

予
算

も
な

く
L
G

E
D

の
組

織
図

に
も

描
か

れ
て

い
な

い
。

最
新

の
年

次
報

告
書

（
2
0
0
9
-
2
0
1
0
）
に

は
研

修
施

設
と

し
て

紹
介

さ
れ

て
い

る
。

R
D

E
C

は
L
G

E
D

本
部

の
幾

つ
か

の
ユ

ニ
ッ

ト
の

集
合

体
で

、
L
G

E
D

の
ひ

と
つ

の
機

能
で

あ
ろ

う
。

R
D

E
C

を
構

成
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
や

組
織

に
つ

い
て

は
1
9
9
8
年

の
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

か
ら

、
R

D
E
C

-
1
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

、
R

D
E
C

-
1
の

協
力

が
終

了
す

る
際

の
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

プ
ラ

ン
、

R
D

E
C

-
2
が

始
ま

っ
た

時
点

、
W

ah
id

u
r

R
ah

m
an

氏
が

L
G

E
D

局
長

に
昇

進
し

た
後

な
ど

で
変

化
し

て
き

て
い

る
よ

う
で

あ
る

。
R

D
E
C

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

の
中

に
対

象
ユ

ニ
ッ

ト
が

す
べ

て
入

っ
て

い
る

と
い

う
こ

と
で

も
な

い
。

R
D

E
C

と
い

う
セ

ン
タ

ー
の

位
置

づ
け

を
明

確
に

し
な

く
て

も
各

ユ
ニ

ッ
ト

の
活

動
や

業
務

に
支

障
が

生
じ

る
わ

け
で

は
な

い
の

で
、

バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
側

が
積

極
的

に
名

実
と

も
に

セ
ン

タ
ー

と
し

て
設

立
し

よ
う

と
い

う
機

運
は

み
ら

れ
ず

、
日

本
側

か
ら

も
働

き
か

け
は

行
っ

て
い

な
い

。

・
R

D
E
C

の
成

果
発

信
（
広

報
）
は

ど
の

よ
う

に
行

わ
れ

た
か

１
．

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

当
初

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
た

。
２

．
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

を
紹

介
す

る
た

め
、

L
G

E
D

の
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
H

P
の

充
実

を
図

っ
た

。
３

．
L
G

E
D

発
行

の
ニ

ュ
ー

ス
レ

タ
ー

に
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
係

の
記

事
が

計
1
4
回

掲
載

さ
れ

た
。

・
サ

ス
テ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
プ

ラ
ン

 作
成

は
進

ん
で

い
る

か
G

IS
ユ

ニ
ッ

ト
、

設
計

ユ
ニ

ッ
ト

、
品

質
管

理
ユ

ニ
ッ

ト
、

維
持

管
理

ユ
ニ

ッ
ト

が
、

作
業

部
会

に
お

い
て

、
各

ユ
ニ

ッ
ト

の
サ

ス
テ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
プ

ラ
ン

の
概

要
を

発
表

し
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
同

主
要

４
ユ

ニ
ッ

ト
に

お
い

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
ま

で
に

作
成

さ
れ

る
見

込
み

。

・
各

ユ
ニ

ッ
ト

間
の

連
携

、
特

に
技

術
部

門
ユ

ニ
ッ

ト
と

研
修

、
進

捗
管

理
ユ

ニ
ッ

ト
と

の
連

携
は

図
ら

れ
て

い
る

か
・
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
協

力
に

つ
い

て
は

既
に

、
Ｇ

ＩＳ
ユ

ニ
ッ

ト
と

維
持

管
理

ユ
ニ

ッ
ト

が
農

村
イ

ン
フ

ラ
被

災
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

開
発

業
務

で
協

働
し

て
お

り
、

設
計

ユ
ニ

ッ
ト

と
品

質
管

理
ユ

ニ
ッ

ト
は

、
三

軸
圧

縮
試

験
か

ら
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

か
ら

構
造

物
の

基
礎

を
設

計
す

る
総

合
演

習
を

行
っ

て
い

る
。

こ
の

種
の

連
携

活
動

は
、

Ｌ
Ｇ

Ｅ
Ｄ

の
組

織
能

力
開

発
の

手
法

の
ひ

と
つ

と
し

て
、

こ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
中

で
推

進
さ

れ
て

き
て

い
る

。
・
技

術
部

門
ユ

ニ
ッ

ト
が

研
修

を
実

施
す

る
場

合
は

研
修

ユ
ニ

ッ
ト

を
通

じ
て

実
施

す
る

こ
と

か
ら

、
常

に
連

携
は

取
れ

て
い

る
。

進
捗

管
理

ユ
ニ

ッ
ト

に
つ

い
て

も
活

動
や

成
果

を
取

り
ま

と
め

て
お

り
、

ル
ー

チ
ン

と
し

て
連

携
し

て
い

る
。

・
T
N

A
報

告
書

に
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
が

盛
り

込
ま

れ
た

か
・
T
N

A
は

5
-
6
年

に
1
回

改
訂

さ
れ

る
も

の
で

あ
り

、
2
0
0
5
年

版
か

ら
の

改
訂

版
に

つ
い

て
は

、
L
G

E
D

局
長

と
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

・
研

修
受

講
者

履
歴

D
B

と
人

事
D

B
は

リ
ン

ク
し

て
い

る
か

・
リ

ン
ク

し
て

い
な

い
。

ま
た

、
P
M

S
と

リ
ン

ク
す

る
と

T
M

S
の

効
率

的
な

機
能

を
担

保
で

き
な

く
な

る
た

め
、

T
M

S
は

独
自

に
運

用
す

る
。

・
P

D
M

の
変

更
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
指

標
、

活
動

の
変

更
）
の

結
果

、
ど

の
よ

う
な

変
化

が
も

た
ら

さ
れ

た
か

・
指

標
の

具
体

化
、

数
値

化
に

よ
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
が

、
各

種
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作
成

す
る

こ
と

、
研

修
員

の
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

等
明

確
と

な
っ

た
の

で
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

そ
れ

を
目

標
に

活
動

計
画

を
立

て
実

施
し

た
。

ま
た

、
P

D
M

の
変

更
は

実
際

的
な

根
拠

と
要

望
に

基
づ

く
も

の
で

あ
り

、
効

果
的

で
あ

っ
た

と
の

意
見

も
あ

る
一

方
で

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
調

査
で

見
直

し
を

行
っ

た
P

O
の

記
載

に
明

ら
か

に
不

具
合

が
あ

る
の

に
未

修
正

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
P
D

M
、

P
O

を
ベ

ー
ス

に
活

動
や

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
す

る
意

識
は

薄
か

っ
た

と
も

考
え

ら
れ

る
。

中
間

レ
ビ

ュ
ー

時
の

提
言

は
ど

の
よ

う
に

生
か

さ
れ

た
か

実 施 プ ロ セ ス の 検 証

2
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バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
国

農
村

開
発

技
術

セ
ン

タ
ー

機
能

強
化

計
画

フ
ェ

ー
ズ

2
終

了
時

評
価

調
査

評
価

グ
リ

ッ
ド

妥
当

性

大
項

目
小

項
目

・
バ

国
が

抱
え

る
農

業
イ

ン
フ

ラ
整

備
に

係
る

課
題

及
び

ニ
ー

ズ
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
合

致
し

て
い

た
か

？
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

以
下

の
点

に
お

い
て

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

。
・
地

方
の

イ
ン

フ
ラ

整
備

の
計

画
、

設
計

、
実

施
、

維
持

管
理

を
行

う
L
G

E
D

本
部

の
機

能
強

化
・
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

は
洪

水
や

サ
イ

ク
ロ

ン
な

ど
自

然
災

害
の

多
発

す
る

国
土

（
北

海
道

と
九

州
の

合
計

面
積

に
等

し
い

）
に

、
約

１
億

6
,0

0
0
万

人
が

住
ん

で
い

る
と

い
う

過
密

国
で

あ
り

、
そ

の
人

口
の

半
数

以
上

が
災

害
の

影
響

を
受

け
や

す
い

第
一

次
産

業
に

従
事

し
て

い
る

こ
と

で
、

防
災

施
設

を
含

め
た

農
村

イ
ン

フ
ラ

の
整

備
は

急
務

と
な

っ
て

い
る

。
か

か
る

状
況

に
お

い
て

、
L
G

E
D

技
術

者
に

よ
る

農
村

イ
ン

フ
ラ

事
業

の
計

画
や

設
計

の
向

上
に

関
す

る
更

な
る

技
術

向
上

の
必

要
性

は
高

い
。

・
農

業
を

含
む

第
一

次
産

業
は

、
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

国
内

に
お

け
る

就
業

人
口

の
約

７
割

を
い

ま
だ

に
占

め
て

い
る

が
、

当
該

分
野

に
係

る
G

D
P

は
約

２
割

を
占

め
る

に
す

ぎ
な

い
。

よ
っ

て
、

道
路

や
そ

の
付

帯
構

造
物

で
あ

る
橋

梁
等

、
農

村
地

域
に

お
け

る
基

礎
的

イ
ン

フ
ラ

整
備

を
進

め
、

農
村

の
生

産
性

の
向

上
や

生
活

改
善

に
よ

る
底

上
げ

を
行

う
こ

と
の

重
要

さ
に

変
わ

り
は

な
い

。

・
R

D
E
C

の
事

業
実

施
体

制
強

化
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
）
は

R
D

E
C

本
部

技
官

の
ニ

ー
ズ

に
現

在
で

も
合

致
し

て
い

る
か

？
・
L
G

E
D

は
現

在
も

技
術

的
に

も
人

材
に

お
い

て
も

他
ド

ナ
ー

が
実

施
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

傭
上

さ
れ

て
い

る
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

に
依

存
し

て
い

る
こ

と
も

否
め

な
い

な
か

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

で
は

な
い

政
府

職
員

の
技

術
者

の
能

力
を

向
上

す
る

と
い

う
ニ

ー
ズ

は
高

い
。

・
他

ド
ナ

ー
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て

、
人

材
育

成
は

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

フ
ェ

ー
ズ

1
の

前
ま

で
あ

ま
り

行
わ

れ
て

こ
な

か
っ

た
。

・
農

村
道

路
に

関
す

る
計

画
、

設
計

、
品

質
管

理
、

維
持

管
理

に
関

す
る

技
術

移
転

は
、

R
D

E
C

技
術

者
の

能
力

向
上

と
い

う
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

る
。

C
/
P

は
常

に
、

先
進

国
で

使
用

さ
れ

て
い

る
よ

う
な

先
端

技
術

の
習

得
意

欲
が

高
く
、

そ
れ

に
応

じ
た

機
材

の
導

入
と

研
修

を
行

う
一

方
、

現
地

で
産

出
さ

れ
る

地
域

特
産

材
料

の
活

用
や

現
在

使
用

し
て

い
る

機
器

の
改

良
な

ど
、

身
近

な
技

術
の

活
用

な
ど

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

活
動

メ
ニ

ュ
ー

で
対

応
し

て
い

る
。

先
進

的
な

技
術

導
入

及
び

そ
の

研
修

の
事

例
で

い
え

ば
、

ロ
ー

タ
リ

ー
式

機
械

ボ
ー

リ
ン

グ
や

IR
I自

動
測

定
機

な
ど

が
あ

り
、

身
近

な
技

術
の

改
善

の
事

例
で

は
、

先
述

の
地

域
特

産
材

料
の

ほ
か

に
、

常
温

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

や
改

良
型

標
準

貫
入

試
験

機
な

ど
。

・
短

期
専

門
家

か
ら

技
術

移
転

さ
れ

た
知

識
は

主
要

4
ユ

ニ
ッ

ト
の

技
術

者
の

ニ
ー

ズ
に

即
し

て
い

た
。

・
R

D
E
C

の
事

業
実

施
体

制
強

化
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
）
は

現
在

で
も

L
G

E
D

地
方

事
務

所
の

技
官

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

る
か

？
・
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
開

発
さ

れ
た

道
路

構
造

物
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
、

県
事

務
所

に
お

い
て

簡
易

な
道

路
建

設
に

伴
う

設
計

に
時

々
使

用
さ

れ
て

い
る

。
県

事
務

所
技

術
者

は
、

設
計

基
準

で
こ

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
超

え
る

も
の

に
関

し
て

は
、

本
部

に
出

向
き

相
談

し
て

い
る

。
・
G

IS
地

図
は

農
村

道
路

事
業

計
画

の
予

算
要

求
を

上
げ

る
際

に
添

付
資

料
と

し
て

使
用

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
毎

年
更

新
す

る
た

め
の

情
報

(道
路

)を
本

部
の

G
IS

ユ
ニ

ッ
ト

に
送

っ
て

い
る

。
道

路
の

計
画

は
、

関
係

者
の

意
見

を
聞

い
て

、
ど

の
道

路
を

整
備

す
る

か
決

め
て

い
く
。

維
持

管
理

に
つ

い
て

は
、

本
部

技
術

者
が

来
て

IR
I調

査
を

行
い

、
ど

の
道

路
の

修
復

を
す

る
か

、
優

先
順

位
を

決
め

て
い

る
。

維
持

管
理

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

は
よ

く
使

わ
れ

て
い

る
。

・
常

温
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
の

研
修

で
は

、
郡

事
務

所
か

ら
2
0
名

程
度

の
受

講
者

が
あ

っ
た

。
「
こ

の
技

術
は

新
し

く
、

簡
便

で
あ

る
こ

と
か

ら
十

分
使

用
で

き
る

。
」
と

の
感

想
。

な
お

、
常

温
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
に

関
す

る
単

価
は

、
2
0
1
1
年

7
月

か
ら

の
単

価
表

に
載

る
予

定
で

あ
る

。

・
R

D
E
C

の
事

業
実

施
体

制
強

化
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
）
は

農
村

部
に

居
住

す
る

住
民

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

た
か

？
・
急

傾
斜

で
作

る
道

路
法

面
技

術
は

さ
ま

ざ
ま

な
場

所
で

適
用

が
可

能
で

あ
り

、
土

地
の

有
効

活
用

が
期

待
さ

れ
て

い
る

。

・
R

D
E
C

の
事

業
実

施
体

制
強

化
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
）
と

、
バ

側
の

P
R

S
P

、
現

在
の

A
L
政

権
の

政
策

及
び

農
村

開
発

セ
ク

タ
ー

の
開

発
計

画
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

？
・
P

R
S
P
Ⅱ

及
び

N
S
A

P
R

Ⅱ
で

は
、

道
路

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

策
定

、
維

持
管

理
優

先
の

計
画

の
適

用
、

技
術

的
に

可
能

な
質

の
高

い
道

路
建

設
を

め
ざ

し
、

積
載

量
規

制
に

よ
る

舗
装

道
路

保
護

、
貧

困
層

の
雇

用
促

進
、

維
持

管
理

の
た

め
の

地
方

政
府

機
関

の
更

な
る

巻
き

込
み

が
戦

略
と

し
て

挙
げ

ら
れ

て
い

る
。

・
第

6
次

5
カ

年
計

画
で

は
、

「
全

地
域

の
等

し
い

開
発

の
保

証
と

包
括

的
成

長
」
に

焦
点

が
当

て
ら

れ
、

基
礎

的
イ

ン
フ

ラ
整

備
を

め
ざ

す
と

示
さ

れ
る

予
定

(6
月

ご
ろ

発
表

か
？

）
。

農
村

道
路

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
 と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
内

容
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

？
・
農

村
道

路
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

は
2
0
1
1
年

度
に

も
改

訂
版

が
出

る
方

向
。

同
プ

ラ
ン

作
成

は
、

L
G

E
D

の
計

画
ユ

ニ
ッ

ト
が

主
管

し
て

い
る

が
、

維
持

管
理

ユ
ニ

ッ
ト

と
G

IS
ユ

ニ
ッ

ト
が

ガ
イ

ド
ラ

ン
策

定
の

た
め

の
基

準
、

地
図

情
報

、
道

路
維

持
管

理
情

報
を

示
す

必
要

が
あ

り
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

の
一

部
と

し
て

実
施

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
2
0
0
5
年

版
と

改
訂

版
の

最
も

大
き

な
違

い
は

、
2
0
0
5
年

版
に

は
こ

う
し

た
情

報
が

入
っ

た
文

書
が

存
在

し
て

い
な

か
っ

た
点

。
計

画
策

定
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

作
成

を
通

じ
、

今
後

、
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

改
訂

時
は

ど
の

よ
う

な
プ

ロ
セ

ス
を

踏
む

べ
き

か
に

つ
い

て
明

確
と

な
っ

た
（
よ

っ
て

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
内

容
と

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

内
容

は
整

合
性

が
高

い
）
。

フ
ェ

ー
ズ

1
で

作
成

し
た

S
te

p 
u
p 

P
la

n
と

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

整
合

性
は

あ
る

か
？

・
S
te

p
U

p
P

la
n
は

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

一
部

の
日

本
人

専
門

家
の

な
か

で
は

全
く
意

識
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

始
ま

っ
た

と
き

、
活

動
内

容
は

詰
ま

っ
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
で

決
め

て
進

め
て

き
た

が
、

そ
こ

で
S
te

p 
U

p 
P
la

n
へ

の
意

識
が

ど
の

程
度

働
い

て
い

た
か

は
疑

問
が

残
る

。

日
本

国
の

対
バ

国
支

援
政

策
と

R
D

E
C

の
事

業
実

施
体

制
強

化
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
）
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

？
・
対

バ
国

別
援

助
計

画
(2

0
0
6
年

)で
は

バ
国

を
「
成

長
す

る
最

貧
国

」
と

位
置

づ
け

、
P
R

S
P
を

踏
ま

え
た

同
国

民
の

開
発

努
力

を
支

援
す

る
と

し
て

い
る

。
経

済
成

長
を

支
援

の
重

点
目

標
の

ひ
と

つ
と

し
、

左
記

目
標

の
中

で
重

点
セ

ク
タ

ー
と

し
て

農
業

・
農

村
開

発
へ

の
支

援
を

表
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

農
業

・
農

村
開

発
の

中
で

も
農

村
基

盤
整

備
を

「
総

合
的

な
開

発
に

不
可

欠
」
と

位
置

づ
け

て
い

る
。

・
事

業
展

開
計

画
(2

0
1
0
年

8
月

）
で

は
、

農
村

基
盤

整
備

に
つ

い
て

、
「
農

道
や

市
場

等
の

整
備

水
準

向
上

の
た

め
、

そ
の

整
備

と
維

持
管

理
体

制
の

確
立

に
向

け
支

援
を

行
う

こ
と

」
と

示
さ

れ
て

い
る

。

・
J
IC

A
の

対
バ

国
援

助
戦

略
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

と
の

整
合

性
？

・
J
IC

A
は

「
国

別
援

助
実

施
方

針
」
(2

0
0
9
年

）
に

お
い

て
、

過
去

の
生

産
性

向
上

を
重

視
し

た
支

援
か

ら
経

済
成

長
と

貧
困

削
減

を
め

ざ
す

支
援

を
実

現
す

る
た

め
、

農
村

基
盤

整
備

を
含

む
プ

ロ
グ

ラ
ム

化
を

図
り

事
業

を
実

施
す

る
方

針
を

明
示

。
農

村
基

盤
整

備
に

お
い

て
は

、
農

村
部

の
経

済
活

性
化

の
観

点
か

ら
道

路
舗

装
や

小
規

模
水

資
源

開
発

を
中

心
の

農
村

イ
ン

フ
ラ

整
備

を
引

き
続

き
支

援
し

、
施

設
整

備
後

の
維

持
管

理
ま

で
視

野
に

入
れ

た
支

援
を

行
う

。
ま

た
気

候
変

動
へ

の
対

応
を

念
頭

に
災

害
に

強
い

イ
ン

フ
ラ

整
備

水
準

の
向

上
を

図
る

と
し

て
い

る
。

・
現

時
点

に
お

け
る

J
C

A
の

農
業

・
農

村
開

発
戦

略
は

事
業

展
開

計
画

(2
0
1
0
年

）
に

準
ず

る
。

・
円

借
款

事
業

、
個

別
専

門
家

派
遣

等
他

の
ス

キ
ー

ム
と

の
連

携
は

取
ら

れ
て

い
る

か
。

取
ら

れ
て

い
る

場
合

ど
の

よ
う

な
効

果
が

現
れ

て
い

る
か

・
南

部
地

域
に

お
け

る
農

村
道

路
整

備
工

事
（
円

借
款

で
の

建
設

予
定

路
線

も
含

む
）
で

、
当

該
地

域
で

産
出

さ
れ

る
F
in

e
S
an

dを
活

用
し

た
試

験
工

事
が

予
定

さ
れ

、
今

後
、

円
借

款
事

業
全

体
で

活
用

さ
れ

れ
ば

事
業

費
の

節
減

が
期

待
さ

れ
る

。
・
個

別
派

遣
専

門
家

は
、

農
村

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

た
質

の
高

い
社

会
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

る
べ

く
基

礎
的

な
農

村
イ

ン
フ

ラ
整

備
を

い
か

に
バ

ラ
ン

ス
よ

く
進

め
て

い
く
か

と
い

う
こ

と
を

大
局

的
な

見
地

に
立

っ
て

L
G

E
D

に
政

策
的

な
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

う
立

場
に

あ
り

、
政

策
立

案
に

伴
う

個
々

の
技

術
的

な
課

題
に

対
す

る
提

言
を

す
る

こ
と

は
あ

っ
た

が
、

J
O

C
V

も
含

め
品

質
管

理
・
維

持
管

理
の

分
野

と
は

あ
ま

り
接

点
は

な
か

っ
た

。

・
L
G

E
D

本
部

、
R

D
E
C

、
地

方
事

務
所

の
規

模
、

業
務

内
容

か
ら

L
G

E
D

全
エ

ン
ジ

ニ
ア

6
,2

0
0
名

を
裨

益
対

象
者

と
し

て
選

定
し

た
こ

と
は

適
切

で
あ

っ
た

か
？

（
対

象
、

規
模

、
男

女
比

な
ど

）

・
G

IS
ユ

ニ
ッ

ト
の

被
災

位
置

図
作

成
の

た
め

の
、

数
多

く
の

郡
（
2
0
1
1
年

5
月

末
現

在
、

9
郡

で
作

成
、

計
2
5
郡

が
収

集
場

所
と

し
て

選
定

さ
れ

て
い

る
）
で

の
被

災
デ

ー
タ

の
収

集
、

維
持

管
理

ユ
ニ

ッ
ト

の
常

温
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
の

全
土

へ
の

普
及

を
考

え
る

と
、

L
G

E
D

技
術

者
の

大
半

を
カ

バ
ー

す
る

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

壮
大

す
ぎ

る
と

は
い

え
な

い
。

・
L
G

E
D

本
部

、
地

域
事

務
所

（
1
0
カ

所
）
、

県
事

務
所

（
6
4
カ

所
）
、

郡
事

務
所

（
4
8
2
カ

所
）
に

約
1
0
,0

0
0
人

の
技

術
者

が
割

り
振

ら
れ

て
お

り
、

そ
の

技
術

者
の

半
数

以
上

を
対

象
と

す
る

こ
と

は
、

フ
ィ

ー
ル

ド
に

配
置

さ
れ

る
職

員
の

割
合

は
政

府
機

関
の

中
で

最
も

高
い

L
G

E
D

の
高

い
実

施
能

力
の

更
な

る
向

上
に

資
す

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
構

成
は

適
切

で
あ

っ
た

か
？

・
フ

ェ
ー

ズ
1
と

2
の

間
が

開
き

す
ぎ

る
こ

と
な

く
、

か
つ

ス
ム

ー
ズ

に
移

行
し

た
。

・
中

間
レ

ビ
ュ

ー
以

降
の

幾
つ

か
の

活
動

の
変

更
は

的
確

か
つ

効
果

的
で

あ
っ

た
。

・
他

の
ド

ナ
ー

（
A

D
B

、
W

B
、

D
A

N
ID

A
、

G
IZ

等
）
と

の
協

調
効

果
な

ど
が

あ
る

か
？

あ
る

場
合

は
、

ど
の

よ
う

な
効

果
が

見
ら

れ
て

い
る

か
？

・
常

温
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
が

D
A

N
ID

A
の

R
u
ra

l 
R

o
ad

 &
 M

ar
ke

t 
A

c
c
e
ss

 I
n
fr

as
tr

u
c
tu

re
 D

e
ve

lo
pm

e
n
t 

P
ro

je
c
t 

で
活

用
さ

れ
て

い
る

。
・
R

II
P
-
2
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
(農

村
イ

ン
フ

ラ
整

備
事

業
）
を

実
施

す
る

G
IZ

は
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

改
訂

し
た

維
持

管
理

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
基

に
郡

議
会

用
の

維
持

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
た

。

評
価

項
目

妥 当 性

調
査

結
果

評
価

設
問

・
日

本
の

援
助

政
策

・
J
IC

A
国

別
事

業
実

施
計

画
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

。

手
段

と
し

て
の

適
切

性

必
要

性

・
バ

国
開

発
政

策
、

農
村

イ
ン

フ
ラ

関
連

政
策

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

整
合

性

1
/
2

－108－



バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国

農
村

開
発

技
術

セ
ン
タ
ー
機

能
強

化
計

画
フ
ェ
ー
ズ
2
終
了
時
評
価
調
査
評
価
グ
リ
ッ
ド

妥
当

性

大
項

目
小

項
目

評
価

項
目

調
査

結
果

評
価

設
問

・
日

本
の

技
術

の
優

位
性

は
あ
っ
た
か

・
技

術
面

で
の

比
較

優
位

が
あ
っ
た
か

？
（
日

本
の

対
象

技
術

の
経

験
が

生
か

せ
た
か

な
ど
）

・
基
礎
杭
設
計
手
法
に
関
し
、
日
本
で
の
方
法
を
参
考
に
推
定
方
法
が
改
善
さ
れ

、
安
全
率
が
構
造
物
の
規
模
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
L
G
E
D
技

術
者

が
や

り
た
い
こ
と
（
ニ
ー
ズ
）
を
J
IC
A
が

汲
み

取
っ
た
こ
と
、
短
期

専
門

家
の

き
め
細
か

い
指

導
が

L
G
E
D
技

術
者

に
大

き
な
影
響

を
与

え
て
い
た
。
ま
た
、
彼
ら
は
自

分
た
ち
の

能
力

を
わ

き
ま

え
、
休
日
や
ラ
マ
ダ
ン
時
も
研
修
に
参
加
す
る
と
い
っ
た
勤
勉
さ
も
日
本
人
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

・
本

邦
研

修
で
の
研

修
先

の
選

定
に
日
本

の
技

術
の

優
位

性
は

役
立

っ
た
。
結

果
と
し
て
、
研

修
生

は
熱

心
に
各
研

修
先

で
学

び
、
研
修

の
経

験
は

帰
国

後
生

か
さ
れ
て
い
る
、
と
作
業

部
会

で
も
報
告

さ
れ

て
い
る
。

・
R
D
E
C
は
、
日
本
の
農
村
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
（
農
業
農
村
整
備
事
業
）
に
お
け
る
技
術
的
知
識
・
経
験
の
蓄
積
を
担
う
と
こ
ろ
の

土
地

改
良

技
術

事
務

所
（
農
林

水
産

省
に
お
け
る
出

先
機

関
の

ひ
と
つ
）
と
も

い
う
べ
き
機
関
を
め
ざ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
調

査
・
計
画

・
設

計
・
施
工

・
維

持
管

理
を
1
つ
の
サ

イ
ク
ル
と
し
て
実
践

す
る
こ
と
が
日

本
の

事
例

と
同

じ
く
確
立

さ
れ

つ
つ
あ
る
。
他

方
、
日
本

の
農

村
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
で
は
、
土
地
改
良
区
に
代
表
さ
れ
る
参
加
型
管

理
方

式
が

採
用

さ
れ

て
い
る
こ
と
が

多
い
（
例

え
ば

灌
漑

排
水

の
分

野
に
お
け
る
参

加
型

水
管

理
）
点
は

日
本

と
バ

国
で
異
な
る
（
バ
国

は
食
料
、
現
金
な
ど
現
物
支
給
を
伴
う
）
。

・
日
本
の
対
バ
国
政
策
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
な
か
っ
た
か
？

変
化
は
生
じ
て
い
な
い
。

・
バ
国
の
農
業
・
農
村
開
発
に
係
る
政
策
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
な
か
っ
た
か

・
農
村
道
路
整
備
は
、
P
R
S
P
で
は
単
な
る
拡
張
か
ら
質
の
高
い
工
事
と
農
村
と
都
市
を
結
ぶ
選
択
的
な
拡
張
、
市
場
整
備
と
ア
ク
セ
ス
、
排
水
施
設
整
備
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
P
R
S
P
Ⅱ
、
N
S
A
P
R
Ⅱ
で

は
農
村
道
路
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
、
維
持
管
理
優
先
の
計
画
の
適
用
、
質
の
高
い
道
路
建
設
を
め
ざ
し
、
積
載
量
規
制
に
よ
る
舗
装
道
路
保
護
、
貧
困
層
促
進
、
維
持
管
理
の
た
め
の
地

方
政

府
機

関
の

更
な
る
巻
き
込
み
が
戦
略
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

・
バ
国
の
経
済
状
況
に
伴
う
大
き
な
変
化
が
生
じ
な
か
っ
た
か
？

・
G
D
P
は

2
0
0
9
年

5
.7
％

、
2
0
1
0
年

は
5
.8
％

と
堅

調
な
伸

び
を
示

し
て
い
る
も
の
の

、
輸

出
（
特
に
衣
料

）
は

1
0
.1
％

か
ら
4
.2
％

と
下

落
す
る
一

方
で
輸
入

は
4
.2
％
か

ら
5
.4
％
に
上
昇

。
ま
た
、
2
0
1
1
年

の
D
G
P

成
長

は
6
.1
-
6
.3
％

と
予

想
さ
れ
て
い
る
。

・
社
会
状
況
で
の
大
き
な
変
化
が
生
じ
な
か
っ
た
か
？

変
化
は
生
じ
て
い
な
い
。

・
中

間
レ
ビ
ュ
ー

以
降

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
と
り
ま
く

環
境

（
政

策
、
経

済
、
社

会
な
ど
）
の

変
化

は
あ
っ

た
か

。

2
/
2
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バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
国

農
村

開
発

技
術

セ
ン

タ
ー

機
能

強
化

計
画

フ
ェ

ー
ズ

2
終

了
時

評
価

調
査

評
価

グ
リ

ッ
ド

有
効

性

大
項

目
小

項
目

・
2
種

類
の

設
計

、
1
種

類
の

品
質

管
理

、
及

び
維

持
管

理
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

は
作

成
さ

れ
た

か
（
指

標
１

）

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

計
画

策
定

・
設

計
・
品

質
管

理
・
維

持
管

理
技

術
を

習
得

し
、

地
方

技
術

者
を

教
え

る
こ

と
が

で
き

る
L
G

E
D

の
コ

ア
技

術
者

は
何

人
に

な
っ

た
か

（
指

標
２

）

・
R

D
E
C

の
事

業
実

施
体

制
を

更
に

強
化

す
る

た
め

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

ま
で

に
追

加
で

活
動

実
施

が
必

要
か

？
P
O

の
予

定
ど

お
り

、
G

IS
ユ

ニ
ッ

ト
に

短
期

専
門

家
1
名

派
遣

予
定

。

R
D

E
C

技
術

者
の

計
画

策
定

/
設

計
能

力
は

向
上

し
た

か
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
１

）

R
D

E
C

の
技

術
者

の
品

質
・
維

持
管

理
能

力
は

向
上

し
た

か
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
２

）

R
D

E
C

の
技

術
普

及
体

制
は

強
化

さ
れ

た
か

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
３

）

・
R

D
E
C

の
事

業
実

施
体

制
強

化
は

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

達
成

に
よ

っ
て

引
き

起
こ

さ
れ

た
か

。
・
活

動
の

流
れ

と
し

て
、

現
状

の
分

析
、

課
題

と
導

入
技

術
の

特
定

、
実

証
試

験
、

試
験

工
事

の
実

施
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
・
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

作
成

、
研

修
の

実
施

と
い

う
基

本
的

な
流

れ
で

各
ユ

ニ
ッ

ト
が

連
携

し
な

が
ら

進
め

ら
れ

る
こ

と
に

よ
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
が

な
さ

れ
て

い
る

。

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

を
阻

害
す

る
要

因
は

あ
っ

た
か

。

・
こ

れ
ま

で
の

活
動

の
進

捗
及

び
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

達
成

状
況

か
ら

、
R

D
E
C

の
事

業
実

施
体

制
強

化
を

阻
害

す
る

要
因

が
あ

っ
た

か
？

あ
っ

た
場

合
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
対

応
は

？
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
３

の
進

捗
の

遅
れ

は
あ

る
も

の
の

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
に

は
大

き
な

影
響

は
及

ん
で

い
な

い
。

他
方

、
引

き
続

き
、

こ
れ

ら
の

活
動

に
対

応
す

る
た

め
の

行
動

を
取

る
必

要
が

あ
る

。

技
術

強
化

の
対

象
と

な
る

L
G

E
D

技
術

者
の

大
幅

な
人

員
削

減
は

な
さ

れ
な

か
っ

た
か

人
員

削
減

は
行

わ
れ

て
い

な
い

。
逆

に
、

L
G

E
D

職
員

数
（
特

に
郡

事
務

所
）
は

年
々

増
加

し
て

い
る

。
2
0
0
9
年

-
2
0
1
0
年

：
1
0
,8

0
4
人

　
（
本

部
:1

4
4
 ,
 1

0
 地

域
:4

0
, 
県

:8
5
4
, 
郡

内
市

街
地

:2
0
4
, 
 郡

 9
,5

6
2
)

2
0
0
8
年

-
2
0
0
9
年

：
1
0
,3

0
3
人

　
（
本

部
:1

4
6
 ,
  

6
 地

域
:2

4
, 
県

:8
5
4
, 
郡

内
市

街
地

:2
0
4
, 
郡

 9
,0

7
4
)

2
0
0
7
年

-
2
0
0
8
年

：
1
0
,2

8
7
人

　
（
本

部
:1

4
6
 ,
  

6
 地

域
:2

4
, 
県

:8
5
4
, 
郡

内
市

街
地

:2
0
4
, 
郡

 9
,0

5
9
)

R
D

E
C

の
役

割
は

計
画

当
初

と
比

し
て

大
き

く
変

化
し

な
か

っ
た

か
（
R

D
E
C

の
組

織
的

位
置

づ
け

は
L
G

E
D

の
中

で
明

確
化

さ
れ

た
か

）
・
R

D
E
C

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

と
い

う
建

物
は

あ
る

が
、

R
D

E
C

セ
ン

タ
ー

長
や

セ
ン

タ
ー

職
員

の
人

員
配

置
や

予
算

は
な

く
、

L
G

E
D

の
組

織
図

に
も

描
か

れ
て

い
な

い
。

最
新

の
年

次
報

告
書

（
2
0
0
9
-
2
0
1
0
）
に

は
研

修
施

設
と

し
て

紹
介

さ
れ

て
い

る
。

R
D

E
C

は
L
G

E
D

本
部

の
幾

つ
か

の
ユ

ニ
ッ

ト
の

集
合

体
で

、
L
G

E
D

の
ひ

と
つ

の
機

能
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
R

D
E
C

を
構

成
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
や

組
織

に
つ

い
て

は
1
9
9
8
年

の
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

か
ら

、
R

D
E
C

-
1
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

、
R

D
E
C

-
1
の

協
力

が
終

了
す

る
際

の
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

プ
ラ

ン
、

R
D

E
C

-
2
が

始
ま

っ
た

時
点

、
W

ah
id

u
r

R
ah

m
an

氏
が

L
G

E
D

局
長

に
昇

進
し

た
後

な
ど

で
変

化
し

て
き

て
い

る
よ

う
で

あ
る

。
R

D
E
C

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

の
中

に
対

象
ユ

ニ
ッ

ト
が

す
べ

て
入

っ
て

い
る

と
い

う
こ

と
で

も
な

い
。

R
D

E
C

と
い

う
セ

ン
タ

ー
の

位
置

づ
け

を
明

確
に

し
な

く
て

も
各

ユ
ニ

ッ
ト

の
活

動
や

業
務

に
支

障
が

生
じ

る
わ

け
で

は
な

い
の

で
、

バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
側

が
積

極
的

に
名

実
と

も
に

セ
ン

タ
ー

と
し

て
設

立
し

よ
う

と
い

う
機

運
は

み
ら

れ
ず

、
日

本
側

か
ら

も
働

き
か

け
は

行
っ

て
い

な
い

。

・
J
IC

A
の

他
の

ス
キ

ー
ム

と
の

連
携

、
他

の
援

助
機

関
の

案
件

と
の

協
力

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
に

向
け

た
相

乗
効

果
は

あ
っ

た
か

。

・
円

借
款

・
無

償
資

金
協

力
・
個

別
派

遣
専

門
家

・
J
O

C
V

・
他

機
関

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等

・
D

A
N

ID
A

(R
u
ra

l
R

o
ad

s
&

M
ar

ke
t

A
c
c
e
ss

In
fr

as
tr

u
c
tu

re
D

e
ve

lo
pm

e
n
t

P
ro

je
c
t

2
0
0
6
-
2
0
1
1
)：

維
持

管
理

ユ
ニ

ッ
ト

に
よ

る
常

温
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
を

活
用

し
た

が
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

へ
の

相
乗

効
果

と
は

い
え

な
い

。
G

IS
地

図
は

高
く
評

価
し

て
い

る
。

・
G

IZ
（
R

u
ra

l
In

fr
u
st

ru
c
u
tr

e
Im

pr
o
ve

m
e
n
t

P
ro

je
c
t

Ⅱ
,
2
0
0
6
-
2
0
1
1
）
：
R

D
E
C

2
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

改
訂

し
た

維
持

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
や

G
IS

地
図

を
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
は

日
常

的
に

活
用

し
て

い
る

。
・
A

D
B

（
S

u
st

ai
n
ab

le
 R

u
ra

l 
In

fr
as

tr
u
c
tu

re
 I
m

pr
o
ve

m
e
n
t 

P
ro

je
c
t,
 2

0
1
0.

1
1
-
2
0
1
6
.1

2
）
：
G

IS
地

図
を

高
く
評

価
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
の

直
接

的
つ

な
が

り
は

な
い

。
・
W

B
（
L
o
c
al

G
o
ve

rn
n
an

c
e

S
u
pp

o
rt

P
ro

je
c
t,

E
m

e
rg

e
n
c
y

2
0
0
7

C
yc

lo
n
e

R
e
c
o
ve

ry
an

d
R

e
st

o
ra

ti
o
n

P
ro

je
c
t）

を
通

じ
て

現
場

の
L
G

E
D

技
術

者
の

レ
ベ

ル
を

高
く
評

価
。

直
接

的
な

つ
な

が
り

は
な

い
。

・
J
O

C
V

（
職

種
：
村

落
開

発
普

及
員

）
は

3
名

が
郡

レ
ベ

ル
の

L
G

E
D

水
資

源
関

係
事

務
所

に
配

属
さ

れ
て

お
り

、
郡

レ
ベ

ル
の

L
G

E
D

技
術

者
と

村
人

と
の

つ
な

が
り

を
最

も
知

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

は
直

接
関

連
し

て
い

な
い

。
・
個

別
派

遣
専

門
家

（
2
0
0
8
年

6
月

－
2
0
1
1
年

5
月

）
は

、
赴

任
時

に
は

既
に

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

始
ま

っ
て

お
り

、
そ

の
内

容
は

既
に

明
確

化
さ

れ
て

い
た

と
認

識
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て
は

、
日

本
人

長
期

専
門

家
が

派
遣

さ
れ

て
い

た
こ

と
も

あ
り

、
さ

ま
ざ

ま
な

会
議

に
参

加
は

し
た

が
ア

ド
バ

イ
ス

は
チ

ー
フ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

と
の

議
論

（
G

IS
に

つ
い

て
な

ど
）
程

度
で

あ
り

、
文

書
等

に
よ

る
改

ま
っ

た
形

の
申

し
入

れ
を

行
う

機
会

は
な

か
っ

た
。

因
果

関
係

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は
達

成
さ

れ
て

い
る

か

ほ
ぼ

達
成

さ
れ

た
。

「
実

績
の

検
証

」
参

照

ほ
ぼ

達
成

さ
れ

た
。

「
実

績
の

検
証

」
参

照

評
価

項
目

調
査

結
果

有 効 性

評
価

項
目

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
か

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件
は

、
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
。

外
部

条
件

の
影

響
は

あ
っ

た
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
達

成
さ

れ
て

い
る

か

1
/
1

－110－



バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
国

農
村

開
発

技
術

セ
ン

タ
ー

機
能

強
化

計
画

フ
ェ

ー
ズ

2
終

了
時

評
価

調
査

評
価

グ
リ

ッ
ド

効
率

性

大
項

目
小

項
目

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は
達

成
さ

れ
た

か
3
つ

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
は

そ
れ

ぞ
れ

達
成

さ
れ

た
か

「
実

績
の

検
証

」
及

び
、

有
効

性
の

「
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
達

成
」
を

参
照

。

専
門

家
（
長

期
・
短

期
）
の

派
遣

人
数

、
専

門
分

野
、

派
遣

タ
イ

ミ
ン

グ
、

供
与

機
材

は
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
達

成
の

た
め

適
切

で
、

活
用

さ
れ

た
か

「
実

績
の

検
証

」
参

照
。

＜
専

門
家

＞
・
長

期
専

門
家

は
も

と
よ

り
、

高
い

技
術

と
知

識
を

兼
ね

備
え

た
短

期
専

門
家

が
数

多
く
派

遣
さ

れ
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
も

緊
密

に
取

れ
た

こ
と

か
ら

、
技

術
の

向
上

に
つ

な
が

っ
た

。
・
調

整
員

は
ベ

ン
ガ

ル
語

が
堪

能
で

あ
り

、
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
を

達
成

す
る

た
め

に
す

ば
ら

し
い

貢
献

を
し

た
。

・
短

期
専

門
家

が
2
カ

月
、

県
事

務
所

に
泊

ま
り

こ
ん

で
試

験
施

工
を

行
っ

た
際

は
非

常
に

緊
密

な
連

携
の

下
、

事
業

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

＜
機

材
＞

機
材

類
は

的
確

に
選

定
さ

れ
、

使
用

さ
れ

て
い

る
。

維
持

管
理

に
も

問
題

は
見

ら
れ

な
い

。

本
邦

研
修

は
役

立
っ

た
か

「
実

績
の

検
証

」
参

照
。

・
受

講
者

は
日

本
の

農
村

開
発

の
事

例
を

学
び

、
帰

国
後

作
業

部
会

で
発

表
を

し
学

ん
だ

知
識

を
共

有
し

た
。

C
/
P

、
運

営
管

理
ス

タ
ッ

フ
は

適
切

に
配

置
さ

れ
た

か
。

他
業

務
と

の
兼

任
状

況
、

資
質

、
配

置
の

タ
イ

ミ
ン

グ
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
あ

た
り

適
切

だ
っ

た
か

「
実

績
の

検
証

」
参

照
。

・
活

動
3
-
2
-
1
事

業
管

理
シ

ス
テ

ム
の

開
発

は
L
G

E
D

の
人

材
を

使
う

こ
と

と
な

っ
た

が
、

専
属

ス
タ

ッ
フ

が
未

配
置

で
 2

0
1
1
年

中
の

完
成

を
め

ざ
し

て
い

る
。

・
C

/
P

の
人

数
（
フ

ル
タ

イ
ム

と
そ

の
他

活
動

に
参

加
す

る
技

術
者

）
に

つ
い

て
は

、
L
G

E
D

本
部

か
ら

地
方

事
務

所
の

技
術

者
に

波
及

す
る

た
め

に
は

、
少

な
す

ぎ
ず

、
日

本
人

専
門

家
の

配
置

人
数

に
対

し
て

は
多

す
ぎ

ず
、

適
切

な
配

置
人

数
と

考
え

る
。

他
業

務
と

の
兼

任
を

し
て

い
る

C
/
P

も
い

る
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

推
進

に
支

障
が

出
る

こ
と

は
な

く
、

技
術

・
経

験
と

も
に

十
分

な
資

質
を

有
し

て
お

り
、

英
語

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
も

含
め

大
き

な
問

題
は

な
い

。
配

置
に

つ
い

て
は

、
「
維

持
管

理
」
の

C
/
P

が
2
0
1
0
年

7
月

に
交

代
し

た
が

、
後

任
へ

の
引

き
継

ぎ
も

ス
ム

ー
ス

で
あ

り
、

タ
イ

ミ
ン

グ
と

し
て

も
活

動
に

支
障

を
来

す
も

の
で

は
な

か
っ

た
。

・
G

IS
ユ

ニ
ッ

ト
で

は
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

が
多

く
雇

用
さ

れ
て

い
る

が
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

中
人

事
異

動
・
退

職
は

な
か

っ
た

。
・
設

計
ユ

ニ
ッ

ト
の

技
術

者
と

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

系
の

職
員

は
結

果
を

だ
す

能
力

を
備

え
た

人
材

で
あ

る
。

L
G

E
D

は
事

務
所

、
家

具
、

通
信

手
段

及
び

業
務

用
機

材
を

適
切

に
供

与
し

、
そ

れ
ら

は
活

用
さ

れ
た

か
「
実

績
の

検
証

」
参

照
。

・
品

質
管

理
・
維

持
管

理
ユ

ニ
ッ

ト
に

お
け

る
活

動
の

場
合

、
各

種
資

機
材

を
用

い
て

、
現

場
に

お
け

る
実

証
試

験
、

研
修

を
行

う
ケ

ー
ス

が
多

く
、

外
泊

を
伴

う
よ

う
な

場
合

は
、

宿
泊

施
設

の
手

配
か

ら
、

資
機

材
の

運
搬

、
現

地
で

の
設

備
の

使
用

な
ど

地
方

事
務

所
と

連
携

を
取

り
な

が
ら

適
切

な
供

与
が

な
さ

れ
た

。

予
算

規
模

は
適

切
だ

っ
た

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

予
算

規
模

は
適

正
で

あ
っ

た
か

。
ま

た
、

技
術

士
育

成
に

か
か

る
1
人

当
た

り
の

コ
ス

ト
は

適
正

規
模

で
あ

っ
た

か
供

与
し

た
機

材
が

適
切

に
活

用
さ

れ
て

、
今

後
も

維
持

さ
れ

て
い

く
限

り
、

予
算

規
模

は
適

切
で

あ
っ

た
と

い
え

る
。

・
こ

れ
ま

で
実

施
し

て
き

た
活

動
か

ら
予

期
し

て
い

た
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
が

出
た

か
。

・
現

地
調

査
（
IR

I）
は

非
常

に
役

立
っ

た
。

IR
I機

器
使

用
に

よ
り

調
査

時
間

が
短

縮
し

、
今

で
は

年
間

3
0
,0

0
0
km

の
調

査
が

可
能

と
な

っ
た

。
ま

た
、

目
視

調
査

で
あ

っ
た

以
前

と
比

し
て

正
確

性
も

格
段

に
向

上
し

た
。

ま
た

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
が

必
要

な
場

所
が

客
観

的
に

分
か

る
の

で
、

優
先

順
位

が
容

易
に

付
け

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

・
 L

ig
h
t 

W
e
ig

h
t 

D
e
fl
e
c
t 

m
e
te

r 
-
L
W

D
-
 (

道
路

を
破

壊
す

る
こ

と
な

く
強

度
を

測
定

す
る

機
械

)を
導

入
し

た
こ

と
に

よ
り

施
工

中
の

検
査

に
も

役
立

た
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
 本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
導

入
さ

れ
た

さ
ま

ざ
ま

な
機

材
や

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
が

大
き

く
役

立
っ

た
。

・
フ

ェ
ー

ズ
1
前

ま
で

、
技

術
者

の
レ

ベ
ル

は
と

て
も

低
か

っ
た

が
、

そ
の

後
フ

ェ
ー

ズ
1
に

よ
り

研
修

が
行

わ
れ

、
多

少
ラ

ボ
を

運
営

し
て

い
か

れ
る

ま
で

に
至

っ
た

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
フ

ェ
ー

ズ
１

を
土

台
に

、
新

し
い

実
験

を
新

し
い

機
材

で
行

っ
て

き
て

お
り

、
そ

の
内

容
は

高
い

。
機

材
も

バ
国

内
で

L
G

E
D

本
部

ラ
ボ

と
民

間
で

多
少

設
置

さ
れ

て
い

る
だ

け
の

質
の

高
い

機
材

で
あ

る
。

こ
う

し
た

機
材

の
使

用
に

関
す

る
研

修
や

試
験

を
行

う
こ

と
で

技
術

者
の

能
力

が
格

段
に

上
が

っ
た

。
フ

ェ
ー

ズ
１

で
も

機
材

は
供

与
さ

れ
た

が
、

使
い

こ
な

す
だ

け
の

能
力

が
足

り
な

か
っ

た
が

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
、

研
修

を
数

多
く
実

施
し

、
能

力
向

上
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
が

出
る

ま
で

の
プ

ロ
セ

ス
は

ど
の

よ
う

な
も

の
で

あ
っ

た
か

「
実

施
プ

ロ
セ

ス
の

検
証

」
参

照

・
同

じ
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
を

出
す

の
に

、
よ

り
効

果
的

/
効

率
的

な
活

動
は

な
か

っ
た

か
現

状
分

析
に

基
づ

い
た

、
効

率
的

・
効

果
的

な
活

動
内

容
が

選
択

さ
れ

実
施

さ
れ

た
。

・
2
つ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

間
が

比
較

的
短

期
間

で
、

か
つ

ス
ム

ー
ズ

に
移

行
し

た
こ

と
・
中

間
レ

ビ
ュ

ー
時

に
、

実
際

的
な

根
拠

に
基

づ
き

一
部

の
活

動
を

適
切

に
変

更
し

た
こ

と
・
L
G

E
D

で
は

技
術

者
が

比
較

的
長

期
間

（
5
-
6
年

間
）
同

じ
職

場
で

異
動

が
な

く
、

今
後

も
異

動
は

見
込

ま
れ

な
い

こ
と

か
ら

、
技

術
が

蓄
積

す
る

環
境

に
あ

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

達
成

へ
の

阻
害

要
因

は
あ

っ
た

か
・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
達

成
を

阻
害

し
た

要
因

は
あ

る
か

。
あ

っ
た

場
合

、
そ

の
阻

害
要

因
に

対
し

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
ど

の
よ

う
な

対
処

を
し

た
か

・
事

業
進

捗
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
（
P

M
S
)は

人
員

の
配

置
の

遅
れ

に
よ

る
協

力
期

間
内

で
の

シ
ス

テ
ム

開
発

に
支

障
が

出
て

い
る

。
L
G

E
D

の
事

業
に

詳
し

い
ロ

ー
カ

ル
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
雇

用
し

作
業

中
。

・
研

修
履

歴
入

力
専

属
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
の

配
置

の
遅

れ
に

よ
る

、
協

力
期

間
内

の
全

面
運

用
が

遅
れ

て
い

る
。

近
々

配
置

が
な

さ
れ

、
作

業
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

ま
で

に
完

成
予

定
。

・
電

力
の

安
定

供
給

と
そ

れ
に

伴
う

通
信

状
況

（
主

に
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
接

続
）
に

多
少

難
が

あ
っ

た
。

・
地

元
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
現

場
活

動
に

参
加

し
た

か
・
品

質
管

理
・
維

持
管

理
ユ

ニ
ッ

ト
に

お
け

る
活

動
の

場
合

、
各

種
資

機
材

を
用

い
て

現
場

に
お

け
る

実
証

試
験

、
研

修
を

行
う

ケ
ー

ス
が

多
く
、

例
え

ば
、

地
元

の
道

路
を

使
用

し
て

研
修

を
実

施
す

る
際

は
、

そ
れ

に
関

係
す

る
自

治
体

の
長

（
村

や
郡

）
の

認
可

を
受

け
た

う
え

で
行

わ
れ

た
。

し
か

し
、

地
元

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

の
認

可
と

い
っ

て
も

、
あ

い
さ

つ
に

出
向

い
た

際
の

口
頭

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
現

時
点

で
支

障
を

来
し

た
ケ

ー
ス

は
特

に
な

い
。

大
規

模
災

害
に

よ
る

農
村

イ
ン

フ
ラ

整
備

ニ
ー

ズ
へ

の
変

化
は

起
き

な
か

っ
た

か
ニ

ー
ズ

の
変

化
は

起
き

て
い

な
い

。

調
査

結
果

評
価

項
目

バ
国

側
投

入
は

適
切

だ
っ

た
か

効 率 性

・
活

動
か

ら
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件
は

、
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
。

外
部

条
件

に
よ

る
影

響
は

あ
っ

た
か

。

・
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
を

産
出

す
る

た
め

に
十

分
な

活
動

で
あ

っ
た

か
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
達

成
へ

の
貢

献
要

因
）

日
本

側
投

入
は

適
切

だ
っ

た
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
・
投

入
以

外
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

達
成

の
貢

献
要

因
は

あ
っ

た
か

評
価

項
目

1
/
1

－111－



バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
国

農
村

開
発

技
術

セ
ン

タ
ー

機
能

強
化

計
画

フ
ェ

ー
ズ

2
終

了
時

評
価

調
査

評
価

グ
リ

ッ
ド

イ
ン

パ
ク

ト

大
項

目
小

項
目

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
標

準
化

さ
れ

た
技

術
の

種
類

と
数

は
？

（
指

標
１

）
【
各

ユ
ニ

ッ
ト

で
標

準
化

さ
れ

た
技

術
】

・
G

IS
ユ

ニ
ッ

ト
：
郡

地
図

の
サ

テ
ラ

イ
ト

イ
メ

ー
ジ

を
活

用
し

た
更

新
管

理
技

術
、

被
災

位
置

図
の

開
発

、
デ

ー
タ

管
理

・
設

計
ユ

ニ
ッ

ト
：
道

路
構

造
物

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
橋

梁
、

法
面

保
護

工
等

）
、

設
計

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
更

新
・
品

質
管

理
ユ

ニ
ッ

ト
：
各

種
試

験
方

法
の

導
入

と
品

質
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
ロ

ー
カ

ル
サ

ン
ド

（
フ

ァ
イ

ン
サ

ン
ド

）
の

道
路

舗
装

材
料

へ
の

使
用

確
認

・
維

持
管

理
ユ

ニ
ッ

ト
：
IR

I測
定

機
器

の
導

入
、

常
温

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

の
道

路
補

修
へ

の
使

用
確

認
・
研

修
ユ

ニ
ッ

ト
：
研

修
履

歴
シ

ス
テ

ム
の

開
発

・
P
M

&
E
ユ

ニ
ッ

ト
：
事

業
進

捗
管

理
シ

ス
テ

ム
（
完

成
は

2
0
1
1
年

中
）

イ
ン

フ
ラ

整
備

の
対

象
地

域
、

裨
益

人
口

は
？

（
指

標
２

）
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

実
施

し
た

自
動

測
定

へ
の

切
り

替
え

や
IR

I測
定

に
関

す
る

研
修

は
、

客
観

指
標

の
導

入
に

よ
る

公
平

公
正

な
道

路
維

持
管

理
計

画
の

効
率

的
な

作
成

に
資

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
、

4
年

間
で

国
内

の
全

郡
道

路
、

村
道

路
の

維
持

管
理

状
況

を
把

握
す

る
計

画
。

・
フ

ァ
イ

ン
サ

ン
ド

の
使

用
が

、
バ

国
南

部
地

域
（
現

在
実

施
中

の
円

借
款

事
業

「
南

西
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

農
村

開
発

計
画

(2
0
1
0
-
2
0
1
6
)」

を
含

む
）
で

、
道

路
建

設
費

用
を

減
じ

る
こ

と
の

一
助

に
な

る
。

・
維

持
管

理
ユ

ニ
ッ

ト
で

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
開

発
し

た
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
説

明
会

用
と

し
て

使
用

さ
れ

て
い

る
。

・
常

温
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
の

適
用

に
関

す
る

簡
易

研
修

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

1
,5

0
0
部

地
方

に
配

布
し

研
修

に
活

用
予

定
。

・
「
設

計
ユ

ニ
ッ

ト
は

今
後

も
更

に
正

確
に

橋
や

法
面

工
法

の
設

計
を

行
い

、
そ

れ
は

バ
国

の
人

々
に

裨
益

す
る

で
あ

ろ
う

」
と

同
ユ

ニ
ッ

ト
で

は
見

越
し

て
い

る
。

・
常

温
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
が

、
デ

ン
マ

ー
ク

国
際

開
発

庁
D

A
N

ID
A

が
ド

ナ
ー

の
L
G

E
D

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

「
R

u
ra

l 
R

o
ad

 &
 M

ar
ke

t 
A

c
c
e
ss

 I
n
fr

as
tr

u
c
tu

re
 D

e
ve

lo
pm

e
n
t 

P
ro

je
c
t」

と
の

連
携

に
よ

り
活

用
さ

れ
る

。

以
上

の
イ

ン
パ

ク
ト

が
既

に
発

現
し

て
い

る
一

方
で

、
「
日

本
の

状
況

と
同

じ
よ

う
に

、
技

術
の

種
類

に
よ

っ
て

、
地

方
事

務
所

の
全

職
員

が
知

っ
て

い
る

べ
き

、
使

え
る

べ
き

技
術

は
異

な
る

の
で

、
簡

単
に

ど
の

く
ら

い
普

及
す

る
・
し

た
と

は
い

い
が

た
い

。
」
と

の
意

見
も

あ
る

。

上
位

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

取
り

組
み

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。
ま

た
は

取
り

組
み

を
行

う
た

め
の

計
画

が
な

さ
れ

て
い

る
か

？

将
来

も
L
G

E
D

に
お

け
る

予
算

的
、

制
度

的
、

技
術

的
な

措
置

を
講

じ
る

可
能

性
は

あ
る

か
・
2
0
1
0
-
2
0
1
1
年

度
予

算
に

機
材

費
（
機

材
維

持
費

も
含

む
）
と

ラ
フ

ネ
ス

調
査

費
(計

6
0
 L

ac
 B

D
T
＝

6
5
2
万

円
)が

政
府

予
算

に
組

み
込

ま
れ

た
の

は
大

き
な

成
果

。
・
法

面
保

護
工

法
に

関
す

る
試

験
施

行
(2

0
1
1
年

1
月

施
工

)は
2
5
m

で
5
L
ac

B
D

T
（
＝

5
4
万

円
）
程

度
の

経
費

で
実

施
で

き
る

こ
と

か
ら

、
設

計
ユ

ニ
ッ

ト
で

は
、

現
在

の
試

験
施

行
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
更

に
4
-
5

年
続

け
、

試
験

施
工

と
し

て
行

っ
た

3
種

類
の

工
法

の
有

効
性

を
確

認
し

た
後

、
基

礎
部

分
（
土

質
）
の

状
況

が
違

う
さ

ま
ざ

ま
な

地
域

で
試

験
施

行
を

実
施

す
る

意
向

あ
り

。
・
G

IS
ユ

ニ
ッ

ト
で

は
政

府
予

算
（
職

員
の

給
料

も
、

そ
こ

か
ら

出
る

、
恒

久
的

な
フ

ァ
ン

ド
）
か

ら
、

0
.8

m
ill

io
n
が

運
営

と
機

器
の

維
持

管
理

に
使

用
さ

れ
る

。
・
さ

ま
ざ

ま
な

研
修

が
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
起

点
と

な
り

バ
国

政
府

の
ル

ー
チ

ン
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
と

し
て

実
施

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

「
こ

れ
ま

で
さ

ま
ざ

ま
な

ド
ナ

ー
が

巨
額

な
資

金
を

導
入

し
て

道
路

や
橋

を
建

設
し

て
き

た
が

、
適

切
な

設
計

や
人

材
が

不
在

で
あ

っ
た

が
故

に
1
0
年

も
経

て
ば

あ
ち

こ
ち

が
壊

れ
て

し
ま

い
、

巨
額

の
資

金
が

繰
り

返
し

投
入

さ
れ

て
き

た
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

L
G

E
D

技
術

者
の

人
材

育
成

や
設

計
技

術
の

向
上

を
図

っ
て

き
た

点
で

、
そ

う
し

た
状

況
を

大
き

く
改

善
し

た
」
と

の
意

見
。

・
M

L
G

R
D

＆
C

は
既

に
設

計
ユ

ニ
ッ

ト
を

含
む

さ
ま

ざ
ま

な
技

術
ユ

ニ
ッ

ト
に

対
し

、
人

材
の

追
加

と
技

術
移

転
の

た
め

の
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

用
の

予
算

配
分

を
す

べ
く
承

認
を

与
え

る
た

め
の

ス
テ

ッ
プ

を
踏

み
始

め
て

い
る

。

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
（
L
G

E
D

側
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

の
事

業
実

施
体

制
強

化
）
か

ら
上

位
目

標
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件
は

、
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
。

・
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

国
内

に
お

け
る

就
業

人
口

の
約

７
割

を
い

ま
だ

に
占

め
る

第
一

次
産

業
の

土
台

で
あ

る
農

漁
村

地
域

は
、

L
G

E
D

の
よ

っ
て

立
つ

基
盤

で
あ

り
、

均
衡

の
と

れ
た

国
土

開
発

を
進

め
る

た
め

に
は

、
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

に
お

け
る

こ
れ

ま
で

の
L
G

E
D

の
役

割
は

不
変

で
あ

り
、

「
イ

ン
フ

ラ
整

備
に

必
要

な
予

算
が

L
G

E
D

そ
の

他
実

施
機

関
に

十
分

配
分

さ
れ

る
」
条

件
は

必
要

で
あ

る
。

・
政

策
、

制
度

面
で

の
阻

害
要

因
が

あ
る

か
？

現
在

の
政

策
に

お
い

て
、

農
村

開
発

は
重

要
視

さ
れ

お
り

、
こ

れ
が

変
わ

る
様

子
は

な
い

。

・
予

算
、

財
政

面
で

の
阻

害
要

因
が

あ
る

か
？

・
「
J
IC

A
支

援
後

、
G

IS
技

術
者

の
キ

ャ
パ

ビ
ル

を
ど

う
進

め
る

か
が

課
題

。
政

府
予

算
は

G
IS

ユ
ニ

ッ
ト

の
運

営
資

金
は

出
し

て
も

、
キ

ャ
パ

ビ
ル

に
は

出
さ

な
い

」
と

の
懸

念
も

聞
か

れ
た

。

・
L
G

E
D

の
組

織
的

な
点

か
ら

阻
害

要
因

が
あ

る
か

？
・
「
L
G

E
D

事
業

の
拡

大
に

よ
る

各
職

員
の

業
務

量
の

増
加

が
仕

事
の

質
の

低
下

に
つ

な
が

る
可

能
性

も
あ

る
」
と

の
懸

念
の

声
も

聞
こ

え
た

。
「
職

員
の

増
員

は
各

ユ
ニ

ッ
ト

で
期

待
さ

れ
て

い
る

も
の

の
、

業
務

量
の

増
加

に
追

い
つ

く
の

は
大

変
厳

し
く
、

例
え

ば
品

質
管

理
ユ

ニ
ッ

ト
は

質
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
能

力
を

上
げ

て
い

る
一

方
で

末
端

の
施

行
状

況
ま

で
把

握
す

る
の

は
極

め
て

難
し

い
の

で
は

」
と

意
見

も
。

・
自

然
環

境
自

然
災

害
に

対
し

脆
弱

な
バ

国
で

は
気

候
変

動
の

要
因

が
加

わ
る

お
そ

れ
も

あ
り

、
上

位
目

標
の

達
成

に
よ

り
、

L
G

E
D

に
よ

る
農

村
イ

ン
フ

ラ
整

備
地

域
の

拡
大

等
に

よ
る

底
上

げ
が

な
さ

れ
て

も
、

自
然

災
害

に
よ

る
影

響
で

そ
れ

ま
で

投
資

さ
れ

た
予

算
や

人
員

の
効

果
が

相
殺

さ
れ

る
可

能
性

も
あ

る
。

上
位

目
標

の
達

成
に

よ
り

、
バ

国
の

開
発

計
画

、
S
te

p
u
p

P
la

n
、

農
村

道
路

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
等

関
連

政
策

へ
の

イ
ン

パ
ク

ト
は

見
込

め
る

か
。

・
L
G

E
D

が
標

準
化

さ
れ

た
技

術
基

準
が

適
用

さ
れ

る
こ

と
は

、
地

方
の

末
端

技
術

者
に

至
る

ま
で

全
国

一
律

の
技

術
的

水
準

で
測

定
・
調

査
が

行
わ

れ
、

そ
れ

に
基

づ
く
農

村
イ

ン
フ

ラ
整

備
が

な
さ

れ
、

イ
ン

フ
ラ

事
業

に
係

る
各

種
政

策
等

の
推

進
に

資
す

る
も

の
に

な
る

。
例

え
ば

、
維

持
管

理
の

対
象

と
な

る
道

路
が

IR
I自

動
計

測
器

を
活

用
す

る
こ

と
に

よ
り

効
率

的
か

つ
公

正
に

把
握

さ
れ

れ
ば

、
そ

の
結

果
、

今
後

の
適

切
な

予
算

配
分

も
含

め
た

政
策

等
の

立
案

に
も

資
す

る
と

期
待

さ
れ

て
い

る
。

・
農

村
道

路
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

(現
在

は
2
0
0
5
年

版
）
の

改
訂

版
は

2
0
1
1

年
に

も
出

る
方

向
。

同
プ

ラ
ン

策
定

は
計

画
ユ

ニ
ッ

ト
が

主
管

し
て

い
る

が
、

維
持

管
理

ユ
ニ

ッ
ト

と
G

IS
ユ

ニ
ッ

ト
が

ガ
イ

ド
ラ

ン
策

定
の

た
め

の
基

準
、

地
図

情
報

、
道

路
維

持
管

理
情

報
を

示
す

必
要

が
あ

り
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

の
一

部
と

し
て

実
施

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
2
0
0
5
年

版
と

改
訂

版
の

最
も

大
き

な
違

い
は

、
2
0
0
5
年

版
に

は
こ

う
し

た
情

報
が

入
っ

た
文

書
が

存
在

し
て

い
な

か
っ

た
点

で
あ

る
。

今
回

の
活

動
に

よ
り

今
後

の
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

改
訂

時
は

ど
の

よ
う

な
プ

ロ
セ

ス
を

踏
ん

で
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

を
作

成
す

る
の

か
が

明
確

と
な

っ
た

。

・
環

境
保

護
へ

の
配

慮
・
日

常
補

修
へ

の
常

温
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
の

適
用

に
関

す
る

実
証

試
験

結
果

、
常

温
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
の

耐
久

性
に

問
題

が
な

い
こ

と
が

判
明

し
た

こ
と

か
ら

、
今

後
道

路
の

日
常

補
修

に
導

入
推

進
が

進
め

ら
れ

る
こ

と
に

よ
り

補
修

の
効

率
化

が
図

ら
れ

、
過

熱
不

要
に

よ
る

燃
料

費
削

減
、

環
境

配
慮

に
資

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
る

。
・
「
農

村
地

域
に

お
け

る
道

路
等

の
イ

ン
フ

ラ
整

備
が

進
む

こ
と

は
、

モ
ー

タ
リ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
の

促
進

も
も

た
ら

し
、

工
場

も
農

村
地

域
に

進
出

す
る

こ
と

に
な

る
。

そ
れ

に
伴

う
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

や
有

害
物

質
の

排
出

は
、

何
ら

か
の

環
境

対
策

に
係

る
制

度
的

・
ハ

ー
ド

的
な

措
置

な
し

に
は

激
烈

化
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
」
と

の
指

摘
も

。

・
技

術
面

で
の

変
革

に
よ

る
影

響
・
南

部
地

域
に

お
け

る
農

村
道

路
整

備
工

事
（
円

借
款

で
の

建
設

予
定

路
線

も
含

む
）
で

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

実
証

実
験

を
実

施
し

た
F
in

e
S
an

dを
活

用
し

た
試

験
工

事
が

予
定

さ
れ

て
い

る
。

2
0
1
1
年

７
月

に
は

L
G

E
D

の
単

価
表

に
載

る
予

定
。

・
他

ド
ナ

ー
に

よ
る

農
村

イ
ン

フ
ラ

事
業

の
現

場
に

お
け

る
郡

事
務

所
の

技
術

者
の

仕
事

ぶ
り

の
評

価
は

高
く
、

本
部

の
技

術
・
業

務
管

理
レ

ベ
ル

の
高

さ
が

容
易

に
推

察
さ

れ
て

い
る

。
・
完

了
し

た
円

借
款

農
村

道
路

の
デ

ー
タ

が
維

持
管

理
シ

ス
テ

ム
に

リ
ン

ク
し

て
い

る
。

・
バ

国
の

農
村

社
会

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

、
受

益
者

へ
の

経
済

的
影

響
な

ど
。

・
3
種

類
の

道
路

法
面

保
護

工
法

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
擁

壁
工

法
１

種
類

、
ジ

ュ
ー

ト
、

ジ
オ

シ
ン

セ
ン

テ
ィ

ッ
ク

を
用

い
た

土
嚢

工
法

２
種

類
）
に

よ
る

ス
ロ

ー
プ

の
改

善
が

な
さ

れ
る

こ
と

で
（
道

路
に

対
し

直
角

に
よ

り
近

づ
く
ス

ロ
ー

プ
に

な
る

）
、

限
ら

れ
た

土
地

の
有

効
活

用
が

可
能

と
な

る
（
道

路
法

面
の

勾
配

が
緩

や
か

な
場

合
と

比
べ

、
道

路
敷

地
面

積
が

、
少

な
く
て

済
む

）
。

・
農

村
地

域
に

お
け

る
イ

ン
フ

ラ
整

備
は

、
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

に
お

け
る

均
衡

的
な

国
土

開
発

が
達

成
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
る

。
ま

だ
過

剰
な

人
口

が
存

在
し

て
い

る
農

村
地

域
か

ら
近

郊
の

都
市

部
へ

の
第

二
、

三
次

産
業

へ
の

就
業

が
促

さ
れ

、
経

済
成

長
か

ら
取

り
残

さ
れ

が
ち

な
地

方
・
農

村
地

域
に

対
す

る
底

上
げ

と
な

る
。

評
価

項
目 イ ン パ ク ト （ 予 測 ）

上
位

目
標

以
外

の
波

及
効

果
の

見
込

み

調
査

結
果

評
価

設
問

因
果

関
係

上
位

目
標

は
達

成
の

見
込

み
か

・
上

位
目

標
の

達
成

を
阻

害
す

る
要

因
は

あ
る

か
。

1
/
2
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バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
国

農
村

開
発

技
術

セ
ン

タ
ー

機
能

強
化

計
画

フ
ェ

ー
ズ

2
終

了
時

評
価

調
査

評
価

グ
リ

ッ
ド

イ
ン

パ
ク

ト

大
項

目
小

項
目

評
価

項
目

調
査

結
果

評
価

設
問

・
予

期
し

な
か

っ
た

イ
ン

パ
ク

ト
と

し
て

、
L
G

E
D

職
員

（
本

部
、

地
方

事
務

所
）
以

外
に

成
果

が
波

及
す

る
可

能
性

が
あ

る
か

？
波

及
す

る
可

能
性

が
あ

る
場

合
、

ど
の

機
関

を
通

じ
、

ど
の

よ
う

に
波

及
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
か

？

・
す

べ
て

の
建

物
な

ど
の

情
報

が
入

っ
た

郡
地

図
（
4
8
2
郡

）
は

1
9
9
6
年

、
2
0
0
8
年

に
改

訂
・
印

刷
し

L
G

E
D

関
係

者
だ

け
で

な
く
一

般
向

け
に

有
料

で
提

供
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

近
々

、
G

IS
で

作
成

し
た

各
種

地
図

は
、

W
e
b 

si
te

で
誰

で
も

閲
覧

可
能

と
な

る
。

G
IS

地
図

を
活

用
す

る
L
G

E
D

以
外

の
機

関
は

、
バ

国
政

府
、

民
間

セ
ク

タ
ー

に
お

い
て

2
0
0
9
年

の
3
2
機

関
か

ら
2
0
1
0
年

の
4
0
機

関
へ

増
加

し
て

い
る

。
・
デ

ン
マ

ー
ク

大
使

は
G

IS
の

地
図

を
高

く
評

価
。

G
IS

ユ
ニ

ッ
ト

の
大

判
の

地
図

は
現

在
大

使
の

部
屋

の
壁

に
張

ら
れ

て
お

り
、

大
使

は
訪

問
者

へ
D

A
N

ID
A

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
説

明
用

に
使

用
し

て
い

る
。

・
県

品
質

管
理

ラ
ボ

で
は

、
L
G

E
D

職
員

の
み

な
ら

ず
、

地
元

の
建

設
業

者
等

も
有

料
で

試
験

を
依

頼
す

る
こ

と
が

あ
る

。
・
L
G

E
D

の
機

能
強

化
を

目
的

と
し

た
J
IC

A
の

支
援

は
他

に
な

く
、

ド
ナ

ー
の

間
で

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

も
確

保
で

き
て

い
る

。

上
記

の
と

お
り

他
機

関
、

他
ド

ナ
ー

な
ど

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

技
術

は
広

が
り

を
見

せ
て

い
る

が
、

「
そ

も
そ

も
導

入
し

た
技

術
は

、
道

路
分

野
は

米
国

、
橋

は
英

国
か

ら
来

て
い

る
の

で
、

他
ド

ナ
ー

が
L
G

E
D

の
技

術
を

使
う

の
は

当
然

」
と

の
見

方
も

あ
る

。

・
そ

の
他

の
プ

ラ
ス

、
マ

イ
ナ

ス
の

影
響

＜
＋

＞
現

在
は

、
県

が
紙

ベ
ー

ス
で

各
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
現

在
8
3
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
進

行
中

）
か

ら
集

約
し

て
い

る
事

業
の

進
捗

情
報

が
、

事
業

進
捗

管
理

シ
ス

テ
ム

が
完

成
す

れ
ば

、
デ

ー
タ

で
瞬

時
に

整
理

さ
れ

た
形

で
送

ら
れ

る
。

そ
れ

に
よ

り
集

約
側

も
、

受
け

取
る

P
M

&
E
側

双
方

に
と

っ
て

も
、

作
業

効
率

が
飛

躍
的

に
上

が
る

。
＜

＋
＞

IC
A

研
究

所
の

藤
田

上
席

研
究

員
が

著
述

し
た

「
W

h
at

 m
ak

e
s 

th
e
 L

G
E
D

 s
o
 e

ff
e
c
ti
ve

?」
は

バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
側

の
評

価
は

高
く
、

L
G

E
D

の
ニ

ュ
ー

ズ
レ

タ
ー

で
も

取
り

上
げ

ら
れ

た
。

＜
＋

＞
L
G

E
D

と
い

う
組

織
が

、
政

府
機

関
の

中
で

信
用

を
得

て
、

農
村

開
発

の
中

で
の

活
躍

の
場

が
増

え
る

の
で

は
？

＜
＋

＞
C

/
P
の

な
か

に
は

、
当

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
導

入
さ

れ
た

試
験

方
法

を
活

用
し

た
研

究
で

大
学

院
修

士
課

程
に

在
籍

し
て

い
る

技
術

者
も

い
る

。

2
/
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バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
国

農
村

開
発

技
術

セ
ン

タ
ー

機
能

強
化

計
画

フ
ェ

ー
ズ

2
終

了
時

評
価

調
査

評
価

グ
リ

ッ
ド

持
続

性

大
項

目
小

項
目

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

、
各

ユ
ニ

ッ
ト

が
継

続
す

べ
き

活
動

が
、

サ
ス

テ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

プ
ラ

ン
の

案
に

以
下

の
よ

う
に

述
べ

ら
れ

て
い

る
。

【
G

IS
ユ

ニ
ッ

ト
】

１
．

郡
マ

ッ
プ

の
更

新
（
河

川
デ

ー
タ

の
更

新
、

土
地

被
覆

状
況

の
更

新
）

２
．

被
災

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
作

成
　

第
1
段

階
；
1
0
0
郡

　
第

2
段

階
；
追

加
2
0
0
郡

【
設

計
ユ

ニ
ッ

ト
】

１
．

橋
梁

設
計

研
修

の
実

施
２

．
設

計
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
5
年

ご
と

の
更

新
３

．
試

験
法

面
施

工
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
継

続
【
維

持
管

理
ユ

ニ
ッ

ト
】

１
．

IR
I自

動
測

定
機

を
活

用
し

た
道

路
維

持
管

理
調

査
２

．
定

期
的

維
持

管
理

（
常

温
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
、

道
路

維
持

管
理

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
改

訂
な

ど
）
の

実
施

３
．

L
W

D
の

活
用

に
よ

る
道

路
舗

装
非

破
壊

検
査

の
実

施
【
品

質
管

理
ユ

ニ
ッ

ト
】

１
．

改
良

さ
れ

た
機

材
を

活
用

し
た

地
盤

調
査

の
実

施
２

．
F
-
C

B
R

試
験

等
の

実
施

３
．

フ
ィ

ー
ル

ド
エ

ン
ジ

ニ
ア

に
対

す
る

継
続

し
た

研
修

の
実

施

・
４

つ
の

ユ
ニ

ッ
ト

は
、

こ
れ

ま
で

行
っ

て
き

た
こ

と
を

今
後

も
行

っ
て

い
く
と

い
う

ス
タ

ン
ス

で
サ

ス
テ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
プ

ラ
ン

を
作

っ
て

お
り

、
実

施
不

可
能

な
こ

と
は

書
い

て
い

な
い

。
・
「
サ

ス
テ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
プ

ラ
ン

は
な

く
て

も
、

L
G

E
D

は
自

ら
発

展
し

て
い

く
。

ま
た

、
プ

ラ
ン

を
作

っ
て

も
、

行
う

も
の

と
行

わ
な

い
も

の
が

あ
る

」
と

い
っ

た
、

計
画

作
成

自
体

の
意

義
を

問
う

意
見

も
。

・
関

連
規

制
、

法
制

度
は

整
備

さ
れ

て
い

る
か

。
整

備
さ

れ
る

予
定

か
。

・
第

6
次

5
カ

年
計

画
で

は
地

域
差

の
是

正
の

促
進

と
そ

の
た

め
に

イ
ン

フ
ラ

を
拡

大
さ

せ
る

こ
と

を
強

調
。

・
協

力
終

了
後

も
効

果
を

上
げ

て
い

く
た

め
の

活
動

を
実

施
す

る
に

足
る

組
織

能
力

は
あ

る
か

（
人

材
配

置
、

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

な
ど

）
【
局

長
以

下
L
G

E
D

技
術

者
に

つ
い

て
】

・
L
G

E
D

局
長

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
も

名
前

を
In

te
r

U
n
it
s

C
o
o
rd

in
at

in
C

o
m

m
it
te

e
(I
U

C
C

)と
変

え
て

作
業

部
会

的
機

能
を

継
続

し
て

い
く
と

表
明

し
て

い
る

。
P

M
&
E
が

事
務

局
に

な
る

こ
と

に
な

っ
た

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ご

と
の

作
業

部
会

的
な

会
合

は
従

来
か

ら
行

わ
れ

て
き

た
が

、
ユ

ニ
ッ

ト
間

の
こ

う
し

た
会

合
は

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ま

で
な

か
っ

た
。

L
G

E
D

に
は

全
部

で
1
2
ユ

ニ
ッ

ト
あ

る
が

、
い

ず
れ

は
全

部
の

ユ
ニ

ッ
ト

が
参

加
す

る
の

が
望

ま
し

い
と

の
意

見
も

あ
る

。
・
現

在
の

設
計

及
び

品
質

管
理

ユ
ニ

ッ
ト

担
当

、
維

持
管

理
ユ

ニ
ッ

ト
担

当
総

括
部

長
（
S
u
pe

ri
n
te

n
di

n
g

E
n
gi

n
e
e
r)

は
非

常
に

効
率

的
か

つ
情

熱
を

持
っ

た
人

材
で

あ
り

、
各

ユ
ニ

ッ
ト

長
に

も
優

秀
な

人
材

が
配

置
さ

れ
て

い
る

。
・
人

事
異

動
が

他
の

バ
国

政
府

機
関

と
比

較
し

て
格

段
に

少
な

い
。

普
通

は
技

術
を

身
に

着
け

た
人

材
は

関
係

の
な

い
部

署
に

異
動

す
る

か
、

辞
め

て
い

く
か

が
大

半
の

と
こ

ろ
、

L
G

E
D

で
は

人
事

異
動

は
然

程
頻

繁
で

は
な

く
、

異
動

が
あ

っ
て

も
引

き
継

ぎ
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
あ

ま
り

問
題

に
な

ら
な

い
。

こ
う

し
た

人
事

政
策

も
L
G

E
D

技
術

者
の

高
い

仕
事

の
レ

ベ
ル

を
保

つ
要

因
。

・
政

府
に

は
質

の
高

い
技

術
者

を
継

続
的

に
雇

用
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

り
、

外
部

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
に

頼
る

現
状

維
持

も
致

し
方

な
い

と
の

見
方

も
あ

る
。

一
方

で
、

引
き

続
き

L
G

E
D

の
中

央
の

ス
タ

ッ
フ

が
技

術
、

知
識

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
が

向
上

で
き

る
よ

う
、

ま
た

地
方

の
技

術
者

の
能

力
強

化
は

不
可

欠
。

・
主

要
４

ユ
ニ

ッ
ト

の
主

た
る

技
術

者
は

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
通

じ
、

導
入

さ
れ

た
技

術
を

活
用

し
維

持
・
発

展
さ

せ
る

能
力

を
身

に
着

け
た

。
ま

た
、

た
と

え
、

中
長

期
的

に
見

て
異

動
が

あ
る

と
し

て
も

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
に

ま
と

め
ら

れ
た

仕
様

に
基

づ
き

引
き

継
ぎ

は
十

分
に

可
能

で
あ

る
。

・
中

長
期

的
に

は
、

L
G

E
D

局
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
低

下
に

よ
る

組
織

力
の

低
下

や
、

L
G

E
D

の
業

務
量

増
大

に
よ

る
質

的
低

下
を

懸
念

す
る

声
も

聞
か

れ
た

。

・
経

常
経

費
を

含
む

予
算

の
確

保
は

行
わ

れ
て

い
る

か
。

バ
国

の
予

算
措

置
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
も

十
分

に
講

じ
ら

れ
る

か
。

【
各

ユ
ニ

ッ
ト

の
予

算
状

況
、

見
通

し
】

・
維

持
管

理
ユ

ニ
ッ

ト
：
2
0
1
0
-
2
0
1
1
年

度
予

算
に

機
材

の
維

持
費

も
含

む
、

機
材

費
と

ラ
フ

ネ
ス

調
査

費
(計

6
0
 L

ac
 B

D
T
)が

政
府

予
算

に
組

み
込

ま
れ

、
機

材
も

自
前

で
購

入
し

て
い

る
。

・
設

計
ユ

ニ
ッ

ト
：
ユ

ニ
ッ

ト
の

強
化

は
終

わ
り

な
き

も
の

で
あ

り
、

今
後

と
も

自
ら

の
予

算
に

よ
り

能
力

向
上

の
プ

ロ
セ

ス
は

進
め

て
い

く
、

と
表

明
。

・
G

IS
ユ

ニ
ッ

ト
：
来

年
度

（
2
0
1
1
/
2
0
1
2
）
は

0
.8

m
ill

io
n

B
D

T
（
8
7
万

円
）
の

政
府

予
算

が
既

に
承

認
さ

れ
、

運
営

と
機

器
の

維
持

管
理

に
使

用
さ

れ
る

。
サ

ス
テ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
プ

ラ
ン

で
G

IS
の

必
要

性
を

説
明

し
た

と
こ

ろ
認

め
ら

れ
た

の
で

、
同

プ
ラ

ン
を

作
成

し
た

意
義

は
大

き
い

。
来

年
度

の
予

算
が

つ
い

た
の

で
、

来
年

度
効

率
的

・
効

果
的

に
事

業
を

実
施

し
、

き
ち

ん
と

予
算

を
消

化
す

れ
ば

、
例

年
予

算
は

増
加

し
て

い
く
。

他
方

、
政

府
予

算
は

G
IS

ユ
ニ

ッ
ト

の
運

営
資

金
は

出
し

て
も

、
キ

ャ
パ

ビ
ル

に
は

出
さ

な
い

の
が

課
題

。
・
研

修
ユ

ニ
ッ

ト
：
毎

年
バ

国
政

府
の

L
G

E
D

に
よ

る
研

修
へ

の
予

算
は

増
え

続
け

て
い

る
。

【
L
G

E
D

全
体

】
・
L
G

E
D

の
高

い
事

業
実

施
能

力
は

あ
ら

ゆ
る

ド
ナ

ー
の

信
頼

を
得

、
よ

り
多

く
の

資
金

が
集

ま
っ

て
い

る
。

・
他

ド
ナ

ー
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
農

村
イ

ン
フ

ラ
の

事
業

費
の

中
に

、
建

設
費

だ
け

で
は

な
く
、

ad
m

in
is

tr
at

iv
e

c
o
st

も
含

ま
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

L
G

E
D

は
J
IC

A
が

こ
れ

ま
で

技
プ

ロ
で

支
援

し
て

き
た

、
技

術
者

の
能

力
向

上
の

た
め

の
、

例
え

ば
研

修
費

用
な

ど
は

そ
こ

か
ら

賄
っ

て
い

く
こ

と
が

可
能

。
・
予

算
は

、
E
R

D
他

が
握

っ
て

お
り

、
予

算
確

保
の

必
要

性
を

L
G

E
D

が
う

ま
く
説

明
で

き
れ

ば
予

算
は

確
保

さ
れ

る
だ

ろ
う

、
と

の
見

方
も

あ
る

。

政
策

・
制

度
面

サ
ス

テ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

プ
ラ

ン
の

策
定

状
況

持 続 性 　 （ 見 込 み ）

調
査

結
果

評
価

設
問

組
織

・
財

政
面

評
価

項
目

1
/
2

－114－



バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
国

農
村

開
発

技
術

セ
ン

タ
ー

機
能

強
化

計
画

フ
ェ

ー
ズ

2
終

了
時

評
価

調
査

評
価

グ
リ

ッ
ド

持
続

性

大
項

目
小

項
目

調
査

結
果

評
価

設
問

評
価

項
目

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

導
入

し
た

技
術

が
今

後
と

も
定

着
し

て
い

く
か

・
道

路
構

造
物

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

基
本

的
・
標

準
的

な
状

況
で

の
使

用
が

前
提

の
基

礎
的

な
内

容
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
研

修
を

受
け

れ
ば

使
用

可
能

。
現

場
の

土
壌

が
マ

ニ
ュ

ア
ル

で
は

対
処

し
き

れ
な

い
応

用
的

な
場

合
も

、
地

方
技

術
者

は
、

本
部

の
設

計
ユ

ニ
ッ

ト
に

判
断

を
仰

ぐ
こ

と
に

な
っ

て
い

る
の

で
、

問
題

な
い

。
ま

た
、

技
術

は
日

々
進

歩
す

る
も

の
で

あ
り

、
5
年

程
度

ご
と

に
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
改

訂
し

な
い

と
い

け
な

い
が

、
設

計
ユ

ニ
ッ

ト
で

は
現

在
の

能
力

が
あ

れ
ば

可
能

と
認

識
さ

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
短

期
専

門
家

が
移

転
し

た
技

術
は

現
在

同
ユ

ニ
ッ

ト
で

は
日

常
業

務
で

実
践

さ
れ

て
い

る
。

・
設

計
関

連
の

研
修

で
、

バ
国

政
府

予
算

で
既

に
行

っ
た

・
行

わ
れ

る
研

修
（
設

計
、

施
行

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

使
用

方
法

な
ど

）
は

以
下

の
と

お
り

。
　

①
 今

年
度

(2
0
1
0
/
2
0
1
1
)、

5
月

に
2
つ

の
設

計
に

関
す

る
研

修
が

終
了

　
②

 今
年

度
(2

0
1
0
/
2
0
1
1
)の

う
ち

に
、

あ
と

1
つ

の
研

修
を

5
月

2
9
日

か
ら

開
催

予
定

。
3
0
-
3
5
人

の
郡

、
県

レ
ベ

ル
の

ア
シ

ス
タ

ン
ト

エ
ン

ジ
ニ

ア
対

象
に

実
施

。
　

③
 来

年
度

(2
0
1
1
/
2
0
1
2
)は

、
6
つ

の
研

修
が

行
わ

れ
る

予
定

。
合

計
で

2
0
0
名

程
度

の
受

講
者

を
見

込
ん

で
い

る
。

・
設

計
ユ

ニ
ッ

ト
で

は
、

①
質

の
高

い
設

計
、

②
質

の
高

い
施

行
を

め
ざ

し
、

「
C

o
n
st

ru
c
ti
o
n

Q
u
al

it
y

A
ss

u
ra

n
c
e

P
la

n
」
の

策
定

を
検

討
中

。
さ

ら
に

、
ど

の
地

域
で

ど
の

よ
う

な
研

修
が

必
要

か
、

地
方

に
ア

ド
バ

イ
ス

で
き

る
よ

う
に

な
る

た
め

に
、

設
計

ユ
ニ

ッ
ト

の
T
ra

in
in

g 
N

e
e
ds

 A
ss

e
ss

m
e
n
tを

行
い

、
T
ra

in
in

g 
P
la

n
を

作
り

た
い

と
の

意
向

。
・
道

路
地

図
に

つ
い

て
は

G
IS

ユ
ニ

ッ
ト

が
毎

年
更

新
、

デ
ー

タ
管

理
し

て
い

る
（
G

IS
内

の
印

刷
機

で
プ

リ
ン

ト
ア

ウ
ト

可
能

）
。

・
L
G

E
D

の
ロ

ー
カ

ル
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

は
、

「
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

」
と

呼
ば

れ
て

お
り

、
さ

ま
ざ

ま
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

予
算

に
よ

り
継

続
的

に
雇

用
さ

れ
て

い
る

。
多

く
の

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
は

長
期

間
雇

用
さ

れ
て

お
り

、
「
民

間
コ

ン
サ

ル
に

研
修

を
行

う
＝

技
術

の
定

着
が

望
め

な
い

」
と

の
通

常
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
抱

え
る

課
題

は
見

受
け

ら
れ

な
い

。
こ

う
し

た
点

は
バ

国
政

府
機

関
の

中
で

も
、

L
G

E
D

な
ら

で
は

の
特

殊
性

。
他

に
も

、
規

模
が

大
き

い
こ

と
、

農
村

イ
ン

フ
ラ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
多

数
計

画
・
実

施
し

て
い

る
こ

と
、

能
力

が
高

い
と

い
っ

た
点

も
L
G

E
D

の
組

織
的

な
特

徴
と

し
て

挙
げ

ら
れ

る
。

・
導

入
し

た
技

術
は

、
必

要
性

が
高

い
も

の
で

あ
り

、
L
G

E
D

技
術

者
も

そ
の

有
効

性
を

理
解

し
て

お
り

、
か

つ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

得
た

技
術

を
使

っ
て

い
く
に

足
る

技
術

を
身

に
着

け
た

こ
と

か
ら

、
技

術
の

定
着

に
問

題
は

な
い

と
見

ら
れ

る
。

・
こ

れ
ま

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

投
入

し
た

資
機

材
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
も

適
切

に
管

理
さ

れ
る

か
。

・
研

修
履

歴
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
は

研
修

ユ
ニ

ッ
ト

の
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

に
よ

り
独

自
に

運
用

し
、

日
常

的
に

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
よ

る
検

索
も

専
属

職
員

に
限

る
こ

と
で

適
切

に
管

理
し

て
い

く
方

向
。

・
中

央
試

験
室

を
は

じ
め

各
地

方
事

務
所

試
験

室
が

あ
り

、
そ

の
試

験
室

に
お

い
て

今
後

も
導

入
さ

れ
た

資
機

材
に

係
る

維
持

管
理

は
可

能
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
大

型
建

設
機

材
な

ど
に

関
し

て
は

、
L
G

E
D

の
建

設
機

械
維

持
管

理
部

門
の

協
力

を
得

な
が

ら
、

必
要

に
応

じ
て

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

も
含

め
、

管
理

能
力

の
維

持
に

努
め

る
こ

と
が

可
能

。
・
G

IS
、

設
計

、
維

持
管

理
ユ

ニ
ッ

ト
に

お
い

て
も

、
今

後
の

機
材

の
維

持
管

理
に

技
術

的
、

予
算

的
な

自
信

を
持

っ
て

い
る

。

・
L
G

E
D

（
本

部
）
の

地
方

事
務

所
技

官
へ

の
技

術
普

及
体

制
の

現
状

と
今

後
の

方
針

は
・
地

方
に

は
1
0
カ

所
（
地

域
ご

と
）
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

が
あ

り
、

シ
ニ

ア
オ

フ
ィ

サ
ー

達
が

研
修

の
講

師
と

な
っ

て
実

施
し

て
い

る
。

L
G

E
D

職
員

は
す

べ
て

基
礎

的
な

研
修

を
受

講
す

る
必

要
が

あ
る

が
、

受
講

者
の

様
子

を
シ

ニ
ア

オ
フ

ィ
サ

ー
達

が
観

察
し

つ
つ

素
質

の
あ

る
人

材
を

将
来

の
講

師
と

し
て

推
薦

し
て

い
く
仕

組
み

。
・
L
G

E
D

に
は

構
造

物
設

計
担

当
技

術
者

が
1
,1

6
2
人

い
る

な
か

で
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
は

そ
の

う
ち

5
0
人

だ
け

で
あ

っ
た

。
そ

こ
で

、
人

材
育

成
は

今
後

バ
国

予
算

に
よ

り
、

大
規

模
に

か
つ

安
定

的
に

行
わ

れ
る

必
要

が
あ

る
と

認
識

さ
れ

て
い

る
。

設
計

関
連

の
研

修
で

、
バ

国
政

府
予

算
で

既
に

行
っ

た
・
行

わ
れ

る
研

修
（
設

計
、

施
行

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

使
用

方
法

な
ど

）
は

以
下

の
と

お
り

。
　

①
 今

年
度

(2
0
1
0
/
2
0
1
1
)、

5
月

に
2
つ

の
設

計
に

関
す

る
研

修
が

終
了

　
②

 今
年

度
(2

0
1
0
/
2
0
1
1
)の

う
ち

に
、

あ
と

1
つ

の
研

修
を

5
月

2
9
日

か
ら

開
催

予
定

。
3
0
-
3
5
人

の
郡

、
県

レ
ベ

ル
の

ア
シ

ス
タ

ン
ト

エ
ン

ジ
ニ

ア
対

象
に

実
施

。
　

③
 来

年
度

(2
0
1
1
/
2
0
1
2
)は

、
6
つ

の
研

修
が

行
わ

れ
る

予
定

。
合

計
で

2
0
0
名

程
度

の
受

講
者

を
見

込
ん

で
い

る
。

・
研

修
以

外
に

も
、

3
カ

月
に

1
度

、
県

事
務

所
の

技
術

者
が

集
ま

る
機

会
を

活
用

し
新

し
い

考
え

方
、

新
し

い
技

術
に

つ
い

て
普

及
し

て
い

る
。

彼
ら

が
職

場
に

戻
り

、
今

後
は

そ
れ

を
更

に
下

の
レ

ベ
ル

の
技

術
者

に
伝

え
て

い
る

。
ア

シ
ス

タ
ン

ト
エ

ン
ジ

ニ
ア

レ
ベ

ル
の

技
術

者
が

増
え

て
い

る
こ

と
か

ら
、

1
-
2
年

後
に

は
L
G

E
D

の
中

で
更

に
ト

レ
ー

ナ
ー

の
数

を
増

す
方

向
。

・
L
G

E
D

に
よ

る
研

修
の

予
算

は
年

々
増

え
続

け
て

い
る

。

・
現

在
L
G

E
D

側
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

で
試

験
導

入
を

試
み

て
い

る
各

種
の

実
験

・
調

査
方

法
は

組
織

内
に

定
着

し
て

い
く
か

。
・
IR

I調
査

の
た

め
の

研
修

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
L
G

E
D

で
も

有
効

性
が

認
め

ら
れ

、
自

ら
の

予
算

で
機

材
を

購
入

し
た

。
現

在
J
IC

A
か

ら
の

供
与

分
含

め
、

1
7
機

あ
り

、
結

果
と

し
て

現
在

5
0
0
名

の
技

術
者

が
IR

Iを
使

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
改

訂
し

た
維

持
管

理
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

き
、

「
常

温
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ハ

ン
デ

ィ
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
を

作
成

、
2
0
1
1
年

7
月

か
ら

本
格

的
普

及
活

動
に

入
る

。
・
G

IS
ユ

ニ
ッ

ト
に

よ
る

被
災

デ
ー

タ
の

収
集

説
明

会
の

実
施

は
現

在
2
5
郡

の
と

こ
ろ

、
2
0
1
3
年

ま
で

に
1
0
0
地

域
に

拡
大

予
定

。

・
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
域

で
実

施
し

た
試

験
結

果
に

よ
っ

て
は

、
他

地
域

へ
の

普
及

が
あ

り
得

る
か

。
・
法

面
保

護
工

法
に

関
す

る
試

験
施

行
(2

0
1
1
年

1
月

施
工

)は
2
5
m

で
5
L
ac

B
D

T
（
＝

5
4
万

円
）
程

度
の

経
費

で
実

施
で

き
る

こ
と

か
ら

、
設

計
ユ

ニ
ッ

ト
で

は
現

在
の

試
験

施
行

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

あ
と

4
-
5
年

続
け

、
試

験
施

工
と

し
て

行
っ

た
３

種
類

の
工

法
の

有
効

性
を

確
認

し
た

後
、

基
礎

部
分

（
土

質
）
の

状
況

が
違

う
さ

ま
ざ

ま
な

地
域

で
試

験
施

行
を

実
施

し
て

い
く
意

向
を

表
明

。

社
会

・
文

化
・
環

境
面

・
女

性
、

貧
困

層
、

社
会

的
弱

者
、

環
境

面
へ

の
配

慮
が

今
後

も
持

続
的

に
な

さ
れ

る
か

・
試

験
施

工
を

行
っ

て
い

る
法

面
保

護
工

法
が

本
格

的
に

導
入

さ
れ

れ
ば

、
道

路
法

面
の

勾
配

が
緩

や
か

な
場

合
と

比
べ

、
道

路
敷

地
面

積
が

少
な

く
て

済
み

、
土

地
の

有
効

利
用

が
可

能
と

な
る

。
・
常

温
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
に

よ
る

維
持

管
理

が
普

及
す

れ
ば

、
従

来
の

方
法

よ
り

、
コ

ス
ト

面
、

燃
料

を
使

わ
な

い
こ

と
か

ら
環

境
面

で
改

善
が

図
ら

れ
る

。

・
質

の
高

い
施

工
業

者
を

通
年

で
確

保
す

る
こ

と
が

困
難

視
さ

れ
て

い
る

（
田

植
え

時
期

な
ど

、
季

節
に

よ
っ

て
は

末
端

の
労

働
力

不
足

も
あ

る
）
。

・
L
G

E
D

方
式

（
L
G

E
D

が
地

方
行

政
組

織
に

成
り

代
っ

て
工

事
発

注
（
県

事
務

所
）
、

監
督

（
郡

事
務

所
）
を

行
う

）
で

は
、

郡
や

村
の

能
力

が
育

た
な

い
の

が
問

題
で

あ
る

。
本

来
L
G

E
D

に
よ

る
農

村
イ

ン
フ

ラ
工

事
は

、
郡

や
村

が
策

定
し

た
総

合
的

な
基

本
計

画
に

基
づ

い
て

行
わ

れ
る

べ
き

で
、

L
G

E
D

は
あ

く
ま

で
そ

れ
を

支
え

る
立

場
で

あ
る

が
、

郡
や

村
に

は
技

術
的

に
妥

当
な

総
合

計
画

策
定

と
そ

れ
に

基
づ

く
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
間

の
調

整
を

行
う

能
力

が
な

く
、

L
G

E
D

が
行

う
7
0
以

上
の

農
村

イ
ン

フ
ラ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
そ

れ
ぞ

れ
の

計
画

で
そ

れ
ぞ

れ
に

実
施

し
て

い
る

の
が

現
状

で
あ

る
。

技
術

面

・
自

立
発

展
性

を
阻

害
す

る
そ

の
他

の
要

因
は

あ
る

か
。

2
/
2
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